
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

202３年度 
 

 

海星学院高等学校シラバス 
 

 

第 3 学年 
 

 

 

 

3 年    ホーム   氏名 



2023年度 国語 科  シラバス 

科目名 現代文 B 

３学年 【教科書】 精選 現代文 B 新訂版 大修館書店 

必修 

単位数 ３単位 
【副教材】 浜島書店 常用国語便覧 

      精選現代文 B [新訂版] 学習課題ノート 

 

学習目標 

・近代以降の様々な文章を的確に理解することで、適切に表現する能力を高め、総合的な国

語力の向上をはかる。 

・言語活動を通して実践的・計画的に学習することで、日本語によって適切に表現できる能力

を育成するとともに、進んで表現し、読書することによって人生を豊かにする態度を育てる。 

学習方法 

・近代の文章を読み、全体の構成、論理の展開を的確に捉える。 

・全体の構成、論理の展開を話すことで、要約力、詳述力を練磨する。 

・論述問題に取り組むことで、主題を読み取る力や表現力を身につける。 

・優れた表現に接して、自己評価や相互評価を行い、感受性を豊かにする。 

・書き手や登場人物に即して読み味わい、意図や表現、内容を読み取る。 

学習の留意点 

・授業規律をしっかりと守り、主体的に授業参加する。 

・教員の説明やクラスメイトの発表等を集中して聞く。 

・学んだ知識を活用に、自分自身で作品を読み取る。 

学
習
評
価 

評
価
の
観
点 

次の観点に基づき考査ごとに評価を行い、それらを総括して学年末に 5段階の評定を行いま

す。 

①関心・意欲・態度 国語で伝え合う力を進んで高めるとともに，言語文化に対す

る関心を深め，国語を尊重してその向上を図ろうとする。 

②話す・聞く能力 目的や場に応じて効果的に話し的確に聞き取ったり，話し合

ったりして，自分の考えをまとめ，深めている。 

③書く能力 相手や目的，意図に応じた適切な表現による文章を書き，自

分の考えをまとめ，深めている。 

④読む能力 近代以降の文章を的確に読み取ったり，目的に応じて幅広く

読んだりして，自分の考えを深め，発展させている。 

⑤知識・理解 言語文化及び言葉の特徴やきまり，漢字などについて理解

し，知識を身に付けている。 

評
価
方
法 

評価方法／観察 ① ② ③ ④ ⑤  

学習状況の観察 ◎ ◎     

ワークシート ◎  ◎ ◎   

提出物 〇  ◎ ◎  学習課題ノート他 

定期考査 〇  ◎ ◎ ◎  

コメント ・毎時間の授業を大切にし、理解が難しいところ、つまずきは授業内に解決しましょう。 

・講義を聞くのではなく、自ら学び考える習慣を付けてください。 
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2023年度 国語科・年間指導計画 

目標 近代以降の様々な文章を的確に理解することで、適切に表現する能力を高め、総合的な国語力の向上をはか

る。言語活動を通して実践的・計画的に学習することで、日本語によって適切に表現できる能力を育成するととも

に、進んで表現し、読書することによって人生を豊かにする態度を育てる。 

評価の

観点 

①関心・意欲・態度 ②話す・聞く能力 ③書く能力 ④読む能力 ⑤知識・理解 

国語で伝え合う力を

進んで高めるととも

に、言語文化に対する

関心を深め、国語を

尊重してその向上を

図ろうとする。 

目的や場に応じて効

果的に話し的確に聞

き取ったり、聞き取っ

たりして、自分の考え

を深め、発展させてい

る。 

相手や目的、意図に

応じた適切な表現

による文章を書き、

自分の考えをまと

め、深めている。 

文章を的確に読み取

ったり、目的に応じて

幅広く読んだりして、

自分の考えを深め、

発展させている。 

伝統的な言語文化

及び言葉の特徴や決

まり、漢字などについ

ての理解し、知識を

身に付けている。 

    

学期 月 
週

時 
単元編 学習内容 指導内容など 

評価方法 

① ② ③ ④ ⑤ 

前期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

評論（一） 
倫理と心理 
 
「贈り物」としての
ノブレス・オブリー
ジュ 
内田樹 
 

・具体例と主張との関連に着
目させ、論理の展開や構成を
的確に捉えさせる。 
 
 
 
 

・筆者の主張を正確に読み取った
上で、それを自分の周囲の事象と
関連させて考えさせる。 
・神から自分に与えられた資質は
何か、その資質をどう生かしてゆく
べきか、互いの資質について指摘
する。自己分析、他者分析を行う。 

 
 
 
〇 

 
 
 
〇 

  
 
 
◎   

 
 
 
〇  

5  小説(一) 
虚構と象徴 
 
美神 
三島由紀夫 

・季節や場所、人物の置かれ
た状況を的確に把握しつつ、
会話や表情の変化に寄り添
い、物語の展開を正確に捉え、
結末の意外性の面白さを味わ
わせる。 

・巧みな表現描写を的確に捉えさ
せ、自らの表現活動に役立たせる。
真相がつかめない結末に対する見
解を述べることで、自己の考えを深
めさせる。 

 
 
 
○ 

 
 
 
◎ 

 
 
 
○ 

 
 
 
◎ 

 
 
 
○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評論（一） 
倫理と心理 
 
こころは見える？ 
鷲田清一 
 
思考と表現 6 
文字に宿るこころ 
 
 

・論理の展開や事例の意味を
考えながら、常識とは違う角度
から物事を捉える知的な喜び
を味わわせる。 
 
・文字から受ける印象の違い
を、的確に他者に伝える。 
・文字の示し方によって、印象
が異なるということについて理
解を深めている。 

・筆者の発想を捉えながら、発想の
転換によって生じる多角的な視点
を身に付けさせる。「こころとは何
か」について、自らの問題として考
えさせる。 
 

 
 
 
 
 
○ 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
○ 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
◎ 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
○ 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
◎ 
 
 
 
 

  前期中間考査・返却    ◎ ◎ 
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 評論（三） 
社会を担う 
 
「である」ことと「す
る」こと 
丸山真男 
 
 

・文章の構成や、段落相互の
関係を読み取りながら、筆者
の主張や文章の内容をとらえ
る。 
・文を通じて、日本の「近代」
のあり方について考える。 
 
 
 

・段落ごとの要旨を把握し、全体の
構成を理解している。 
・「である」と「する」の対比をとら
え、それぞれの具体例として何があ
がっているかを理解している。 
・筆者が日本の近代化をどのよう
にとらえているかを読み取ってい
る。 
 

 
 
 
 
 
 
◎ 
 

 
 
 
 
 
 
◎ 
 

 
 
 
 
 
 
○ 
 

 
 
 
 
 
 
○ 
 

 
 
 
 
 
 
◎ 
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 小説（二） 
こころに触れる 
 
待つ 
太宰治 

・登場人物の複雑な心理を読
み取り、作者が何を描こうとし
たのかを考える。 

・「私」が何を待っているかについ
て、自分の意見を積極的に述べた
り、話し合いに意欲的に参加する。 
・作品で描かれた時代の背景と、
「私」の置かれている状況について
理解する。 
・作者の他の作品に触れるなどして
作者について理解を深める。 

 
 
 
 
 
〇 

   
 
 
 

 
◎ 

 
 
 
 
 
○ 

 

 

 8 

 

 

 

 

 評論(五) 
生命と環境 
 
生物多様性の恩
恵 
鷲谷いづみ 
 

・生物や自然から受けている
恩恵と人間の技術とのかかわ
りを理解し、現代社会における
問題について自分自身の考え
をもつ。 

・生態学、保全生態学者である筆
者の主張を読み取り、現代的な課
題である生物多様性の重要性を知
り、自分の置かれた地球環境につ
いて見識を広める。 

 
 
○ 

   
 
◎ 

 
 
◎ 
 
 
 
 

  前期期末考査・返却    ◎ ◎ 
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 評論（四） 
言語と世界 
 
猫は後悔するか 
野矢茂樹 
 
 
思考と表現 7 
移り変わる言葉 

・論理学の論証方法を参考
に、表現への意欲・関心を高
める。平易な表現で伝えようと
する筆者の姿勢を学び、小論
文を書く。 
 
・言葉の意味や使い方が時代
の変遷とともに変化することを
理解し、自己や周囲の言葉の
使い方について考える。 
 

・序論、本論、結論の論証に着目さ
せ、評論文の読み方、書き方を学ば
せる。現代思想をまとめた評論文を
読みたいと思う意欲を育ませる。 
 
・グラフの情報も正確に読み取りつ
つ、時代によって言葉が変化すると
いうことについて、理解を深める。 
・根拠や具体例を示しつつ、自分の
考えをわかりやすく表現する 
 

 
 
 
 
 
 
○ 

 
 
 
 
 
 
○ 

 
 
 
 
 
 
◎ 

 
 
 
 
 
 
◎ 

 

後期 
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 評論（四） 
言語と世界 
 
人を指す言葉 
鈴木孝夫 
 
 
 

・日本語に関する論証の展
開、結論を正しくとらえ、自称
詞・対称詞・他称詞以外の人
を指す言葉にも目を向けて日
本語に対する興味を深める。 
 
 
 
 

・文章の論理的な展開をたどりな
がら、意欲をもって読み進める。 
・日本に西洋の人称代名詞をあて
はめることの問題点を理解する。 
・筆者の「自称詞・対称詞・他称
詞」について、内容を正確に把握す
る。 
 

 
 
 
 
○ 
 
 
 
 

 
 
 
 
○ 
 
 
 
 

 
 
 
 
◎ 
 
 
 
 

 
 
 
 
◎ 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 評論（五） 
生命と環境 
 
地球システムの中
の人間 
竹内啓 
 
 
 

・文章の構成や、段落相互の
関係を読み取りながら、筆者
の主張や文章の内容をとらえ
る。 
・筆者の生態系のとらえ方に
ついて理解し、世界観・自然観
などについて考えを深める。 
 
 

・各段落の論理的な関係をとらえ、
文章の構成を理解する 
・筆者の主張に対する自分の意見
を、本文を適切に引用しつつ、文章
にまとめる。 
・筆者の主張と、その根拠として示
されている内容を、的確に読み取
る。 
 

 
 
 
 
 
〇 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
〇 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
◎ 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
〇 
 
 
 
 

11  思考と表現８ 
環境を保護する工
夫 
 

・環境保護についての知識を
深め、実際に行われている取
り組みを調べる。 

・自然環境を活用する取り組みに
ついて、資料を的確に引用しつつ、
わかりやすくまとめる。 

 
〇 

 
〇 
 

  
◎ 

 
◎ 

  後期中間考査・返却    ◎ ◎ 
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12  小説（三） 
名作を読む（三） 
 
舞姫 
森鷗外 

・描かれた人物、情景、心情な
どを表現に即して読み味わ
い、ものの見方、感じ方、考え
方を広げたり深めたりする。特
に、日本の近代と個人の生き
方との関係について考える 

・登場人物の心情の変化を場面の
展開に即して読み取ることを通じ
て、小説を読む醍醐味を感じ取ろう
とする。 
・主人公がドイツに渡るにあたって
の心構えと、その理由を読み取る。 
・留学してからエリスに出会うまで
の主人公の心の変化を読み取る。 
・エリスに出会ってからの主人公の
心境の変化・境遇の変化を読み取
える。 
・作品の主題について自分の考え
をもち、他の人と感想を交流する。 
・作品を読んで感じたことや考えた
ことを、作品を適切に引用しつつ、
わかりやすく述べている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
〇 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
〇 

 
 
 
 
 
 
 
 
◎ 

 
 
 
 
 
 
 
 
◎ 

 
 
 
 
 
 
 
 
〇 
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2023年度   国語科  シラバス 

科目名 古典Ｂ 

３学年 【教科書】 

精選古典Ｂ改訂版 大修館書店 必修 

単位数 ２単位 
【副教材】 

精選古典Ｂ［改訂版］学習課題ノート 

 

学習目標 
古典としての古文と漢文を読む能力を養うとともに，ものの見方，感じ方，考え方を広くし，古

典についての理解や関心を深めることによって人生を豊かにする態度を育てる。 

学習方法 

・語句の意味や用法及び文の構造を理解し、正しい口語訳を自ら行う。 

・作品の思想や価値について自身の考えをまとめる。 

・文章を正しく読み取るため、グループやペアで話し合い理解を深める。 

・古典に用いられる語句の意味、用法及び文の構造を理解するため、小テスト等を行いながら反 

復して学習する。 

学習の留意点 

・授業規律をしっかりと守る。 

・主体的に授業に参加する。 

・教員やクラスメイトの発表等を集中して聞く。 

学
習
評
価 

評
価
の
観
点 

次の観点に基づき考査ごとに評価を行い、それらを総括して学年末に 5段階の評定を行います。 

①関心・意欲・態度 国語や言語文化に対する関心を深め、古典を理解しようと進んで

授業に参加し、理解したり表現したりしようとする。 

②読む能力 古典を読んで、人間、社会、自然などに対する思想や感情を的確

にとらえ、ものの見方、感じ方、考え方を豊かにする。 

③知識・理解 古典に用いられている語句の意味、用法及び文の構造を理解す

る。 

評
価
方
法 

評価方法／観察 ① ② ③  

学習状況の観察 ○ ○ ○ 授業の取り組み 

小テスト ○  ◎ 小テストによる理解度 

提出物 ◎ ◎ ○ プリントの記述内容 

振り返りシート ◎   振り返りシートの記述内容 

定期考査 ○ ○ ○ ３回の定期考査 

コメント 毎時間の授業を大切にし、理解が難しいところ、つまずきは授業内に解決しましょう。 

授業では基本教科書を持参、ワークはロッカーに置き、いつでも使えるようにしておいてください。 

ノートを準備してください。 
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2023年度 国語科・年間指導計画 

目標 古典としての古文と漢文の読む能力を養うとともに、ものの見方、感じ方、考え方を広くし、古典についての理解や関心を深

めることによって人生を豊かにする態度を育てる。 

評価の観点 ①関心・意欲・態度 ②読む能力 ③知識・理解 

国語や言語文化に対する関心を深め、古

典を理解しようと進んで授業に参加し、

理解したり表現したりする。 

古典を読んで、内容を構成や展開に

即して的確にとらえる。 

 

古典に用いられている語句の意味、用

法及び文の構造を理解する。 

    

学

期 
月 

週

時 
単元編 章/節・項目 指導内容など 

評価方法 

① ② ③ 

 

前

期 

中

間 

４ ２  オリエンテーション シラバスを用いて評価の説明 ○   

４ ５ 古文Ⅱ 

１ 説話 

今昔物語集 馬盗人 親子が闇の中で馬盗人を追跡する様子から、武士社会の

人間の心構えや行動を読み取る。 

○ ◎ ◎ 

５ ５ 漢文Ⅰ 

６ 小説 

定伯売鬼 物語の展開を正確に読み取りながら、この物語のおもしろ

さはどこにあるのか考える。 

○ ◎ ◎ 

６ １  【前期中間試験】  ○ ○ ○ 

 

 

 

前

期

期

末 

６ ６ 古文Ⅱ 

２ 随筆 

枕草子 うれしきもの 作者がとりあげた「うれしきもの」について理解しながら、

作者のものの見方や感じ方、考え方を理解する。 

〇 ◎ ◎ 

７ 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

漢文Ⅱ 

５ 思想 

【無為自然】 

小国寡民 

曳尾於塗中 

【法治の思想】 

侵官之害 

【愛】 

兼相愛 

【無為自然】【法治の思想】【愛】の各テーマで、儒家・道

家・墨家・法家がどのように考えていたのかを理解する。 

 

○ 

 

◎ 

 

◎ 

８ ５ まとめ１ 【古典ミニ探究①】 振り返りシートのコメントやこれまでの学習・生活をふま

え、古典のなかで自分が調べたいテーマを決めて、調べ

る。 

◎  ○ 

９ １  【前期期末試験】  ○ ○ ○ 

 

 

 

 

後

期

中

間 

９ ４ 古文Ⅱ 

３ 物語（一） 

大和物語 をばすて 内容の概略をつかみながら、「男」の行動と心情を理解す

る。 

○ ◎ ◎ 

９ ４ 古文Ⅱ 

４ 日記 

蜻蛉日記  

 町の小路の女 

作者の境遇を把握しながら、「なげきつつ」の和歌を詠ん

だときの登場人物の心情を読み取る。 

○ ◎ ◎ 

１

０ 

５ 古文Ⅱ 

７ 近世の小

説・浄瑠璃 

西鶴諸国ばなし 

大晦日は合はぬ算用 

物語の展開を把握しながら、作品に描かれた人間の生き

方と、社会とのかかわりについて考える。 

○ ◎ ○ 

１

１ 

６ まとめ２ 【古典ミニ探究②】 振り返りシートのコメントやこれまでの学習・生活をふま

え、古典のなかで自分が調べたいテーマを決めて、調べ

る。 

◎  ○ 

１

２ 

１  【後期中間試験】  ○ ○ ○ 
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2023年度    理科  シラバス 

科目名 化学 

3学年 【教科書】改訂 新編 化学 

     東京書籍 選択Ⅰ 

単位数 5単位 
【副教材】ニューサポート 改訂 新編 化学 

     東京書籍 

 

学習目標 

 化学的な事物・現象に関わり，化学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め，科学的に

探究するために必要な技能を身につける。化学的な事物・現象に主体的に関わり，科学的に

探究しようとする態度を養うとともに，化学に対する興味・関心を高める。 

学習方法 

⚫ 授業内容をノートにまとめる。授業内容の問題を解く。 

⚫ 実験器具や試薬の使い方を確認しながら実験を行う。 

⚫ 授業の不明点について質問をする。 

学習の留意点 

 化学基礎で学んだことをより深く探究したり化学基礎から派生して新しい内容を勉強するの

で，理解できない点が出てきたら自分で調べたり質問するなど，わからないままにしないよう

気を付けてください。 

学
習
評
価 

評
価
の
観
点 

次の観点に基づき考査ごとに評価を行い，それらを総括して学年末に 5段階の評定を行いま

す。 

①関心・意欲・態度 自然の事物・現象に関心を持ち，授業に意欲的に参加し，科

学的に探究しようとする姿勢が見られる。 

②思考・判断・表現 自然や社会の事物・現象の中に問題を見出し，探究する過

程を通して，事象を多角的に分析し，導き出した考えを科学

的に正しく表現することができる。 

③観察・実験の技能 目的に応じて観察・実験を行い，自然の事物・現象を科学的

に分析し結果を得ることができる。 

④知識・理解 自然の事物・現象について，基本的な概念や原理・法則を理

解し，知識を身につけている。 

評
価
方
法 

評価方法／観察 ① ② ③ ④  

学習状況の観察 ◎ 〇 ○   

実験操作・レポート ○ ◎ ◎   

小テスト・定期考査  〇  ◎  
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① ② ③ ④

○ ◎ ○ ◎

○ ◎ ○ ○

○ ◎ ○ ○

○ ◎ ○ ◎

○ ◎ ◎ ○

○ ○ ◎ ○

○ ◎ ○ ◎

○ ○ ○ ◎

◎ ○ ○ ◎

○ ○ ○ ◎

○ ○ ○ ◎

2023年度　　理科・年間指導計画

目標
　化学的な事物・現象に関わり，化学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め，科学的に探究するために必
要な技能を身につける。化学的な事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養うととも
に，化学に対する興味・関心を高める。

評価の観点

①関心・意欲・態度 ②思考・判断・表現 ③観察・実験の技能 ④知識・理解

自然の事物・現象に関心を持

ち，授業に意欲的に参加し，科

学的に探究しようとする姿勢が

見られる。

自然や社会の事物・現象の中

に問題を見出し，探求する過程

を通して，事象を多角的に分析

し，導き出した考えを科学的に

正しく表現することができる。

目的に応じて観察・実験を行

い，自然の事物・現象を科学的

に分析し結果を得ることができ

る。

自然の事物・現象について，基

本的な概念や原理・法則を理

解し，知識を身につけている。

学期 月 週時 単元編 章/節・項目 指導内容など
評価方法

5 1-3 【溶液の性質】

①溶解

②希薄溶液の性質

③コロイド

溶解度と溶解平衡を関連付けて溶解

の仕組みを理解させる。身近な現象を

通して溶媒と溶質及びコロイド溶液の

性質について理解させる。

1-2 【気体の性質】

①気体

②気体の状態方程式

気体の体積について圧力や温度との

関係を状態方程式を用いて定量的に

理解させ，分子量との関連についても

理解させる。

前期 4 オリエンテーション 授業の目的や注意点について

6 2-1 【化学反応と熱・光】

①反応熱と熱化学方程式

②ヘスの法則

③光とエネルギー

化学反応の前後で起こっているエネル

ギーの出入りに関わる法則について理

解させる。

1-4 【化学結合と固体の構造】

①結晶の種類と性質

②金属結晶の構造

③イオン結晶の構造

④分子結晶の構造

⑤共有結晶の構造と非晶質

結晶を構成する粒子の結合を理解さ

せる。また，それぞれの結晶の規則性か

らどのような事が言えるか理解させる。

7 3-2 【化学平衡】

①可逆反応と化学平衡

②平衡の移動

化学平衡に影響を与える要因に注目

して化学平衡の仕組みを理解させる。

3-1 【反応速度】

①反応の速さ

②反応速度を変える条件

③反応のしくみ

化学反応が起きるときの反応の速度に

注目して，化学反応の仕組みについて

理解させる。また，条件を変えることで

反応の速度がどのように変化するか理

解させる。

酸化還元反応とエネルギーを関連付

けて理解させる。反応に関与する物質

と電荷の量的関係について理解させ

る。

【電池と電気分解】

①電池

②電気分解

2-2

3-3 【水溶液中の化学平衡】

①電離平衡

②塩と化学平衡

化学平衡の仕組みとイオンを関連付け

ることで水溶液中での平衡を理解させ

る。

8 ４-１ 【周期表と元素】

①周期表と元素

元素の種類及び性質と周期表の性質

を関連付けて理解させる。

４-２ 【非金属元素の単体と化合物】

①水素と希ガス

②ハロゲンとその化合物

③酸素・硫黄とその化合物

④窒素・リンとその化合物

⑤炭素・ケイ素とその化合物

非金属元素の単体及び，その化合物

の性質を理解させる。

1-1 【物質の状態】

①物質の三態

②気体・液体間の状態変化

構成粒子の存在状態に注目し，状態

変化と化学結合を関連付けて理解さ

せる。
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○ ○ ○ ◎

○ ○ ○ ◎

◎ ○ ○ ○

○ ◎ ○ ◎

○ ◎ ○ ○

○ ◎ ○ ○

○ ◎ ○ ○

◎ ○ ○ ○

○ ○ ○ ◎

○ ○ ○ ◎

◎ ○ ○ ○

前期

9 ４-３ 【典型金属元素の単体と化合物】

①アルカリ金属とその化合物

②2族元素とその化合物

③１，２族以外の典型金属元素とその化合物

典型金属元素の単体及び，その化合

物の性質を理解させる。

４-4 【遷移元素の単体と化合物】

①遷移元素とその化合物

②金属イオンの分離・確認

遷移元素の単体及び，その化合物の

性質を理解させる。

4-5 【無機物質と人間生活】

①金属の利用

②合金

③セラミックス

無機物質の性質と人間生活を関連付

けて理解させる。セラミックスの種類や

性質を理解させる。

５-5 【有機化合物と人間生活】

①染料・医薬品

②合成洗剤

③食品

有機化合物の性質と人間生活を関連

付けて理解させる。染料や糖類の性質

を構造と関連付けて理解させる。

11 ５-4 【芳香族化合物】

①芳香族炭化水素

②酸素を含む芳香族化合物

③窒素を含む芳香族化合物

芳香族化合物の性質や反応を構造と

関連付けて理解させる。

脂肪族炭化水素の性質や反応を構造

と関連付けて理解させる。また，元素分

析から組成式や分子式，構造式を決

定することができることを理解させる。

５-3 【アルコールと関連化合物】

①アルコールとエーテル

②アルデヒドとケトン

③カルボン酸とエステル

④油脂とセッケン

酸素を含む脂肪族化合物の性質や反

応を構造と関連付けて理解させる。

10 ５-1 【有機化合物の特徴と構造】

①有機化合物の特徴

６-3 【高分子化合物と人間生活】

①機能性高分子

②プラスチックの再生処理

高分子化合物の性質と人間生活を関

連付けて理解させる。

12 ６-2 【合成高分子化合物】

①合成高分子化合物

②合成繊維

③プラスチック（合成樹脂）

④ゴム

合成高分子化合物の分類や合成及び

特徴について理解させる。

後期 有機化合物の特徴と構造による分類

方法を理解させる。

５-2 【炭化水素】

①飽和炭化水素

②不飽和炭化水素

③有機化合物の分析

６-1 【天然高分子化合物】

①天然高分子化合物

②単糖類・二糖類

③多糖類

④アミノ酸

⑤タンパク質

⑥核酸

天然高分子化合物の性質を構造と関

連付けて理解させる。タンパク質を構

成するアミノ酸の種類や性質を構造と

関連付けて理解させる。
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２０２3年度  英語科  シラバス 

科目名  

Communication English Ⅲ 

 

学年   ３年 【教科書】「New One World Communication 3 Revised 

Edition」（教育出版） 系列 選択Ⅰ 

単位数  ５単

位 

【副教材】 

 

学習目標 
The purpose of the course is to gain experience and confidence in speaking English in front 

of an audience. The course focuses on long essay-type of writing and long, three to six 

minutes presentations. Overall target is one-way output. 

学習方法 

Provided topics of presentations will be developed by students. Learners will practice long 

stretches of writing followed by editing, memorization and performance of their written work. 

The first part of the course will be focused on physical message. Students will create three 

minutes presentations based on posture and eye contact, gestures and voice inflection. This 

will be followed by visual message section in which students will work with computer creating 

power-point presentations. Final part will consist of the story message. Last part focuses 

on essay writing. This will be followed by final 6-minute-long presentation. Supplementary 

textbook will be used as a source of more personal theme to make short practice 

presentations. 

学習の留意点 

The course consists of in-class work periods in order to meet the deadlines set on weekly 

basis. Students need to bring a dictionary to class every day. 

Most of the work is solitary but supported by teacher in one-on-one style. 

Teacher speaks 90% of time in English so if a student doesn't follow the class, it is their 

responsibility to solve the issue by asking the teacher. Japanese language will be used when 

necessary to ensure the proper progression in class assignments. 

学
習
評
価 

評
価
の
観
点 

次の観点に基づき考査ごとに評価を行い、それらを総括して学年末に 5段階の評定を行います。 

①コミュニケーションへの 

 関心・意欲・態度 

Students have to display interest in one way communication 

through presentation, 

②外国語表現の能力 

 

Presentation includes writing part and performance in 

English and students have to explain own idea according to 

teacher assigned target. 

③外国語理解の能力 

 

Listening and reading in English, try to understand idea of 

speaker and writer, 

④言語や文化についての 

 知識・理解 

Through the English activity learner gets the knowledge of 

language and how to use the language according to cultural 

content. 

評
価
方
法 

評価方法／観察 ① ② ③ ④  

Textbook tasks   ○ ○  

Presentation ○ ○ ○   

Writing ○ ○ ○   

Test    ○  

      

      

コメント Please try to follow my class in English. Ask questions when you are confused. There is no 

textbook, teacher will provide prints with tasks.  
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2023年度 英語科・年間指導計画 

目標 The purpose of the course is to gain experience and confidence in speaking English in front of an 

audience. The course focuses on various aspects of presentations including physical, visual and 

written messages. The presentations are three to six minutes all in English. Overall target is speaking 

production. This class is the second part of the elective classes which started in the second grade 

(writing course) and is taught all in English. The class will be supported by a communication 3 

textbook. 

評価の観点 ①コミュニケーションへの関

心・意欲・態度 

②外国語表現の能力 ③外国語理解の能力 ④言語や文化についての 

知識・理解 

Students have to display 

interest in one way 

communication through 

presentation, 

Presentation includes 

writing part and 

performance in English. 

The course focuses on 

editing skills. Students 

have to explain own idea 

according to teacher 

assigned target. 

Listening and reading in 

English, trying to 

understand idea of 

speaker and writer. 

Through English activity 

learner gets the 

knowledge of language 

and the use of language 

according to cultural 

content. 

    

学

期 
月 週時 単元編 章/節・項目 指導内容など 

評価方法 

① ② ③ ④ ⑤ 

 4 15 Unit 

1 

Posture and 

eye contact 

Learners perform an informative speech of their 

hometown or a city they recommend visiting 

* * *   

   TUnit 

8 

Communicati

on 

Communication textbook task   * *  

 5 20 Unit 

2 

Gestures Learners prepare and perform a speech describing 

the layout of a convenience store, an amusement 

park, or a school campus. 

* * *   

   TUnit 

8 

Communicati

on 

Communication textbook tasks   * *  

     Test    *  

 6 20 Unit 

3 

Voice 

Inflection 

Learners prepare and perform a speech 

demonstrating how to prepare or cook a dish of 

their choice. 

* * *   

   TUnit 

9 

Communicati

on 

Communication textbook tasks   * *  

 7 15 Unit 

4 

 Effective 

visuals 

Learners choose two countries and prepare 

comparison charts of the two countries. 

* * *   

   TUnit 

9 

Communicati

on 

Communication textbook task   * *  

 8 10 Unit 

5 

Explaining 

visuals 

Learners perform their country comparison 

speeches after preparing explanations for their 

visuals. 

* * *   

   TUnit 

10 

Communicati

on 

Communication textbook task   * *  

     Test    *  

11



 9 10 Unit 

6 

Story 

message 

Introduction 

 

Learners prepare and present the introduction to 

a product comparison speech. 

* * *   

   TUnit 

10 

Communicati

on 

Communication textbook task   * *  

 10 15 Unit 

7 

The body Learners prepare and present the body to their 

product comparison speech. 

* * *   

   TUnit 

11 

Communicati

on 

Communication textbook task   * *  

 11 20 Unit 

8 

The 

Conclusion 

Learners prepare and present the conclusion to 

their product comparison speech. 

* * *   

   TUnit

11 

Communicati

on 

Communication textbook task   * *  

 12 5  Final 

Presentation 

Evaluation      

    Test Final Term-Test    *  

           

 

12



2023年度     地理歴史科  シラバス 

科目名 日本と世界 

3学年 【教科書】なし 

選択Ⅰ 

単位数 2単位 

【副教材】 

一生使える探究のコツ 整理・分析編 

一生使える探究のコツ 導入編（株式会社トモノカイ） 

 

学習目標 

 持続可能な社会の実現を阻む諸課題についての研究を通じて、我が国及び世界の形成の

歴史的過程と生活・文化の地域的特色についての理解と認識を深めながら、国際社会に主

体的に生きる日本国民としての自覚と資質を養う。 

学習方法 

この科目は大きく前期中間・前期期末・学年末の 3 つの期間で区分されます。前期中間で

は持続可能な社会の実現を阻む諸課題の基礎的な内容の理解を中心に行います。前期期

末では、国連データから持続可能な社会の実現を阻む諸課題について多面的に捉える力を

養います。後期は持続可能な社会の実現を阻む諸課題の研究が中心となります。研究は、グ

ループや個人での情報収集やまとめ学習、発表などを通じて、論理性・分析力・判断力・表現

力を培います。 

学習の留意点 

 ワークショップ及び研究では、最高学年としての主体的な参加を期待します。これらの活動の

中で、「情報収集」、「整理・分析」などを協同で行う場面がありますが、グループ内の協力が

不可欠になります。 

学
習
評
価 

評
価
の
観
点 

次の観点に基づき考査ごとに評価を行い、それらを総括して学年末に5段階の評定をします。 

① 関心・意欲・態度  持続可能な社会の実現に対する関心と意欲をもって、他者

とともに主体的に研究に取り組もうとしている。 

② 思考・判断・表現  持続可能な社会の実現を阻む諸課題を歴史的過程や地域

的特色から捉え、論理的にまとめた意見などを分かりやすく

伝えようとしている。 

③ 技能 持続可能な社会の実現を阻む諸課題に関する諸資料か

ら、有用な情報を適切に選択して、読み取ったり図表にまとめ

たりしようとしている。 

④ 知識・理解  持続可能な社会の実現を阻む諸課題についての基礎的基

本的な内容を理解し、それを活用しようとしている。 

評
価
方
法 

評価方法／観察 ① ② ③ ④ 

学習状況の観察（授業参加・活動状況） ◎ ○   

提出物、レポートなど  ◎ ○  

小テスト  ○ ○ ○ 

定期考査  ○ ○ ◎ 

コメント 一緒に日本のこと、世界のこと、そしてその持続可能性についてじっくりと向き合う時間を過

ごしましょう！ 
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2023年度 地理歴史科・年間指導計画案 

目標  持続可能な社会の実現を阻む諸課題についての研究を通じて、我が国及び世界の形成の歴史的過程と生活・文化の

地域的特色についての理解と認識を深めながら、国際社会に主体的に生きる日本国民としての自覚と資質を養う。 

評価の観点 ①関心・意欲・態度 ②思考・判断・表現 ③技能 ④知識・理解 

持続可能な社会の実現に

対する関心と意欲をもって、

他者とともに主体的に研究

に取り組もうとしている。 

持続可能な社会の実現を

阻む諸課題を歴史的過程

や地域的特色からから捉

え、論理的にまとめた意見

などを分かりやすく伝えよう

としている。 

持続可能な社会の実現を

阻む諸課題に関する諸資料

から、有用な情報を適切に

選択して、読み取ったり図表

にまとめたりしようとしてい

る。 

持続可能な社会の実現を

阻む諸課題についての基礎

的基本的な内容を理解し、

それを活用しようとしてい

る。 

    

学

期 
月 

週

時 
単元編 章/節・項目 指導内容など 

評価方法 

① ② ➂ ④ 

 

 

 

 

 

 

 

前

期 

 

 

 

 

 

4 1  ・オリエンテーション ・授業のルールを理解する。 ○  ○ ○ 

2 

3 

・SDGsを知る ・ジェンダーを題材としたワークショップを通じ

て、持続可能な社会の実現を阻む諸課題につ

いて考察する。 

・SDGs（持続可能な開発目標）の理念及び

採択までの歴史的過程を理解する。 

・標語作成を通じて、SDGsの知識を活用しな

がら、表現力を養う。 

 ○  ○ 

5 1 

2 

3 

・SDG と貧困 ・インドを題材として統計資料の読み取りを通

して、貧困にある人が抱える困難について考

え、その解消に取り組む活動を含めて SDGs

に関心を持つ。 

〇 〇 ○ ○ 

4 ★前期中間考査      

6 1 

2 

3 

・世界を事実から捉えよう ・「世界は分断されているのか」、「世界はどん

どん悪くなっているのか」、「世界の人口はひた

すら増え続けるのか」などについて国連データ

の読み取りを通じて考察する。 

 

〇 〇 〇 ○ 
7  

 1 

2 

3 ★前期期末考査      

 

 

 

後

期 

 

9   ・研究α（グループ） 

 

・プレゼンテーション 

 

○ ○  ○ 10  

11 1 

2 

3 

4 

・研究β（個人） 

 

 

・レポート 

・我が国または世界における貧困・飢餓・教育

を含めた 17の目標に関連する諸課題並びに

その解決に向けた取組について、研究スキルを

活用する。 

○ ○ ○ ○ 

12 1 ★学年末考査      
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2023年度 保健体育科  シラバス 

科目名 発展体育 

３学年 【教科書】大修館 現代高等保健体育 304 改訂版 

選択Ⅰ 

単位数 ３単位 
【副教材】大修館 現代高等保健体育ノート 304 改訂版 

     大修館書店編集部編 

 

学習目標 

〇 スポーツの多様な意義やスポーツの推進及び発展の仕方について理解するとともに、スポー

ツの推進及び発展に必要な技能を身に付ける。 

〇 スポーツの推進及び発展において自他や社会の課題を発見し、課題解決に向けた思考を活

かし適正な判断をするとともに、他者への伝達能力を養う。 

〇 生涯を通してスポーツの推進及び発展に寄与するための学習に主体的に取組む態度を養う。 

学習方法 

〇 運動やスポーツにおいての特徴を把握し他者と協力することを主とします。 

〇 PDCAのサイクルを熟知しておくこと。 

〇 スキルテストはしませんが、スキルチェックはあります。また、評価の大半を占めるのは定期的に

提出してもらうことになるレポートです。 

学習の留意点 

〇 協力する姿勢を持ってください。 

〇 積極性を大切にしてください。 

〇 授業はチャイムと同時に始めます。休み時間中に活動場所にいない場合は一時退室願いを職

員室で記入することになります。 

〇 雨天時など活動場所が込み合う場合があるため、運動だけではなく調べ学習やまとめ作業が

いつでもできる準備をしておいてください。 

〇 見学者は事前に教科担任に申し出てください。 

〇 貴重品の管理は十分注意し、必要に応じて活動場所に持参すること。 

学
習
評
価 

評
価
の
観
点 

次の観点に基づき考査ごとに評価を行い、それらを総括して学年末に 5 段階の評定を行

います。 

➀関心・意欲・態度 

健康・安全を確保して学習に主体的に取り組もうとしている。 

公正、協力、責任、参画などに対する意欲をもち取り組んでいる。 

様々な運動に対して自ら率先して取り組む姿勢を持っている。 

②思考・判断 

自己や仲間の課題発見に努め、改善策の模索や技能向上のために工

夫した計画をしている。また、集団活動における自己の役割を把握し適切

な対応を取ることができている。 

③技能 

運動の合理的な実践を通して、勝敗にこだわることなく、他者と喜びを

共有し、互いに技術の向上に充てることができている。また、体構造を理解

し効率の良い作業が行えている。 

④知識・理解 

取り組んだ運動の技術（技）の名称や行い方、体力の高め方、課題解

決の方法、練習や発表の仕方、健康・安全の確保の仕方についての具体

的な方法、スポーツの歴史、文化的特性や現代のスポーツの特徴、運動

やスポーツの効果的な学習の仕方及び豊かなスポーツライフの設計の仕

方を理解し、レポートなどを通して自己表現がなされている。 

評
価
方
法 

評価方法／観察 ① ② ③ ④ 

集団行動 ◎ ○ ○  

レポート ◎ ◎  ◎ 

協調 ○ ○   

課題発見・解決 ○ ◎ ◎ ○ 

スキルチェック ○  ◎ ◎ 

コメント これまでの必修体育とは違い、個々でのスキルアップのためのプロセスや、チームとしての意思の

疎通が非常に大切になってきます。そのためには、高水準でのコミュニケーション能力を要するとガ

イダンスでお伝えした通りです。積極的に他者とのかかわりを多く持ち取り組んでください。 

また、技術力が高い低いではなく、思考力や想像力、見えないものを頭の中で具現化する想像力

が求められます。そして、その情報を整理し他者に伝えるといった総合的な力も求められます。それ

らを活用し、レポートを作成します。インプットだけではなくアウトプットが非常に大切です。特に、思

考力・想像力・表現力・語彙力が必須能力です。 
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① ② ③ ④

4 1 〇 〇

1 〇

1 〇 〇

3

3

1

5 3

3

3 〇 〇

6 3 〇 〇

3

2

3

3

7 3

3

3 〇 〇

8 3 〇 〇 〇 〇

9 3 〇 〇

3 〇

3 〇 〇

3 〇 〇 〇

10 3 〇 〇

3

3

3

2

11 1

3

3

3

12 3

3

2 〇 〇 〇 〇

用意した種目（団体）から行いたい競技を選択し、全力で勝敗にこだわり技術の向上に取り

組む。個の力に頼るのではなく、チーム力として相手チームの状況や自チームのメンバー構成

を考えて、交代など様々な状況を考えながら学習に臨むこと。

選択競技については選択するタイミングで公開する。

後期

期末考査（レポート） 以上中間で提出したレポートに上記のことを併せてレポートにまとめ提出。

機器の操作方法やレポートの書き方及び提出方法の確認・指導   種目の選別

競技の特性や、ルール、用具など選択した競技においての知識を獲得し今後の活動につなげられるよう

徹底的に調べ学習を中心とした活動を行う。

生涯にわたる豊かなスポーツライフ

の実現を目指して、運動を継続する

ための取り組み方を工夫している。ま

た、体力を高めるために運動を継続

するための計画を工夫している。

運動の合理的な実践を通して、運動

の特性に応じて勝敗を競ったり、攻防

を展開したり、表現したりするための

各領域の運動の特性に応じた段階

的な技能を身に付けている。

技の名称や行い方、体力の高め方、

課題解決の方法、発表の仕方、ス

ポーツの歴史、文化的特性や現代の

スポーツの特徴、豊かなスポーツライ

フの設計の仕方を理解している。

学期 月
週
時

領域及び領域の内容 指導内容など
評価方法

中間考査（レポート） 以上のことを各自レポートにまとめ提出。

前期 オリエンテーション① 今後の授業展開の説明と評価法の説明及び活動場所や授業形態の確認

オリエンテーション②

活動報告書作成（振り返り） 年間を通して最終のレポートを作成する。

競技選別

個・団複合

2023年度　　　体育科・年間指導計画案

目標
運動の楽しさや喜びを深く味わうことができるようにし、自己の状況に応じて体力の向上を図る能力を育て、公正、協力、責任、参画など

に対する意欲を高め、健康・安全を確保して、生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続する資質や能力を育てる。

評
価
の
観
点

①関心・意欲・態度 ②思考・判断 ③技能 ④知識・理解

運動の楽しさや喜びを深く味わうこと

ができるよう、公正、協力、責任、参画

などに対する意欲をもち、健康・安全

を確保して学習に主体的に取り組も

うとする。

用意した種目から行いたい競技を選択し、全力で楽しむことを最優先に考え、自分だけが楽

しむのではなく、チームメイト、観戦者すべての人が楽しめるように取り組む。

選択競技については選択するタイミングで公開する。

用意した種目から行いたい競技を選択し、全力で楽しむことを最優先に考え、自分だけが楽

しむのではなく、チームメイト、観戦者すべての人が楽しめるように取り組む。

選択競技については選択するタイミングで公開する。

競技選別

個・団複合

○

○

そのスポーツが発展した経緯や歴史の深堀ではなく、そのスポーツが持つ特性や、競技独自

の技術、ルールなどを洗い出し、その技術を習得するための練習法や、効果的な使い方など

の詳細をまとめ、それが実際にはどのようにゲームに生かされるべきなのかを探究していく。

探究するということは一度きりではなく、P（計画）D（実行）C（評価）A（改善）を数度繰り返

しブラッシュアップすることでより洗練されたものを作成していくことを主とする。

中間レポートまでに必ず1度以上のブラッシュアップをし、その経過もレポートに記載すること。

レポートには経過がわかる画像やデータを必ず添付すること。

種目別探究

前期中間で提出したレポートに準じて、PDCAのサイクルを継続しブラッシュアップする。前期

期末考査時には3度以上のブラッシュアップをし、すべてレポートに記載すること。

前期中間同様データや画像、映像等わかりやすい資料を添付すること。根拠に乏しいものは

評価対象には準じないことに注意が必要。

また、個で鍛えた技術がチーム力として発揮される場合はどのようなときかチーム戦として、他

者と協力し確認ゲームを行い、改善点や継続する点を洗い出し、よりチーム力強化のためにト

レーニングや新たな作戦の考案などを模索する。

さらに、客観的資料も添付することとを今回は設ける。他者からの評価を協力し、A（改善）に

つなげること。それからP（計画）をたてる。

種目別探究

課題発見

取組選別

データ計測

資料作成

他者協力　等

確認のゲーム
各グループでの作戦や取り組み方があっていたのか確認をするために他グループとの対戦形式での確

認作業を行う。

種目別探究

課題発見

取組選別

データ計測

資料作成

他者協力　等

他者評価を含む改善点などからブラッシュアップし、最終的な技術力の向上や、作戦など、現

段階における最終報告を行う。その際に、このまま継続したとき、どのようなことが考えられる

か、ポジティブ志向の側面とネガティブ志向の側面両側面から想定できる事象も併せて記載

することとする。

競技選別

団体競技
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2023年度     地理歴史科  シラバス 

科目名 現代史 

3学年 【教科書】詳説日本史 B（山川出版社） 

選択Ⅱ 

単位数 4単位 
【副教材】プロムナード日本史（浜島書店） 

 

 

学習目標 

 我が国の歴史の展開を諸資料に基づき地理的条件や世界の歴史と関連付けて総合的に考

察させ、我が国の伝統と文化の特色についての認識を深めさせることによって、歴史的思考

力を培い、国際社会に主体的に生きる日本国民としての自覚と資質を養う。 

学習方法 

 各単元に設定された「問い」について、プリントを中心に学習が進みます。教科書・資料集の

他にプリントを綴じることのできるファイルを用意して下さい。歴史に関する基本的な知識を得

るばかりでなく、グループでの資料の読み取りやまとめ学習、発表などを通じて、論理性・分析

力・判断力・表現力を培います。年 3回の定期テストの他に小テストも実施します。 

学習の留意点 

 歴史に関する基本的な知識を得るのは大切なことです。しかし、それだけでは、「木を見て森

を見ず」です。歴史には「流れ」があり、歴史の学習においては、その流れを掴むことが大切で

す。その為には、資料の読み取りやまとめ学習、発表などを通じて得た「各単元の学びと気づ

き」の関連を意識すると良いでしょう。 

学
習
評
価 

評
価
の
観
点 

次の観点に基づき考査ごとに評価を行い、それらを総括して学年末に5段階の評定をします。 

①関心・意欲・態度  我が国の歴史に対する関心と意欲をもって、他者とともに主

体的に取り組もうとしている。 

②思考・判断・表現  我が国の歴史について、因果関係などから捉え、道筋を立

てて思考・評価・課題設定し、まとめた考えや思いなどを分か

りやすく伝えようとしている。 

③技能 我が国の歴史に関する諸資料から、有用な情報を適切に

選択して、読み取ったり図表にまとめたりしようとしている。 

④知識・理解  我が国の歴史についての基礎的基本的な内容を理解し、そ

れを活用しようとしている。 

評
価
方
法 

評価方法／観察 ① ② ③ ④ 

学習状況の観察（授業参加・活動状況） ◎ ○   

提出物、レポートなど  ◎ ○  

小テスト  ○ ○ ○ 

定期考査  ○ ○ ◎ 

コメント この授業では、幕末～現代を扱います。「現在の大量生産・大量消費型の社会モデルが出来

上がっていく過程」を見ることで、私たちの社会について理解を深めましょう。 
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2023年度 地理歴史科・年間指導計画案 

目標  我が国の歴史の展開を諸資料に基づき地理的条件や世界の歴史と関連付けて総合的に考察させ、我が国の伝統と文

化の特色についての認識を深めさせることによって、歴史的思考力を培い、国際社会に主体的に生きる日本国民としての

自覚と資質を養う。 

評価の観点 ①関心・意欲・態度 ②思考・判断・表現 ③技能 ④知識・理解 

我が国の歴史に対する関

心と意欲をもって、他者とと

もに主体的に取り組もうとし

ている。 

 

 

我が国の歴史について、因

果関係などから捉え、道筋

を立てて思考・評価・課題

設定し、まとめた考えや思い

などを分かりやすく伝えよう

としている。 

我が国の歴史に関する諸

資料から、有用な情報を適

切に選択して、読み取ったり

図表にまとめようとしてい

る。 

 

我が国の歴史についての基

礎的基本的な内容を理解

し、それを活用しようとして

いる。 

 

 

    

学

期 
月 

週

時 
単元編 章/節・項目 指導内容など 

評価方法 

① ② ➂ ④ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前

期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 1 

2 

第 9章 １．開国と幕末の動乱 ・国際社会に組み込まれるという国際環境の

変化に着目して、開国から明治維新に至るま

での過程を社会・経済面での変化と関わらせ

て考察する。 

・幕末の動乱における天皇を中心とする統一

国家構想の芽生えから幕府の滅亡、旧幕勢力

の一掃に至るまでの経過を理解する。 

 ○ ○ ○ 

5 1 

2 

3 

 ２．明治維新と富国強兵 ・明治新政府の制度改革や富国強兵・殖産興

業政策に着目して、明治初期の政治的変革と

国家的統一過程を考察する。 

 

○ ○  ○ 

4  ★前期中間考査   〇 〇 〇 

6 1 

2 

3 

4 

 ２．明治維新と富国強兵 ・欧米の文化・思想の導入と一連の近代化政

策に対する反動としての士族反乱・農民一揆

の失敗と、言論による要求実現への転換を理

解する。 

・明治初期の対外政策について、欧米への対

応とアジアに対する外交政策の違いについて

考察する。 

○ ○  ○ 

7 1 

2 

3 

 ３．立憲国家の成立と日清戦争 ・政府の強力な中央集権体制の志向の中、自

由民権運動の始まりから立憲国家の成立に至

る間、近代国家の基盤が形成されていく過程

を考察する。 

・東アジアをめぐる国際環境が変容するなか、

国家的課題であった不平等条約の改正交渉

が進展した過程や、朝鮮問題から日清戦争に

至る経緯について考察する。 

 

 ○  ○ 

18



 

 

 

前

期 

8 1 

2 

 ４．日露戦争と国際関係 ・開戦に至る国際関係や、日露戦争の経過、戦

後の日本の国際的地位の変化と植民地支配

の推進を諸外国の動向と関連付けて考察す

る。 

・立憲体制成立後から桂園時代にいたるまで

の国内政治の動きを、政党と藩閥の対立と協

力の視点から考察する。 

 ○  ○ 

3  ★前期期末考査   〇 〇 〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後

期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 1 

2 

3 

 

 

 

 ５．近代産業の発展 ・日清・日露戦争前後にかけて資本主義国家

の基礎が確立された過程を、産業革命や近代

産業の発展に着目して考察する。 

・近代産業の発展に伴う社会問題(労働問題・

公害問題)の発生と政府の対応について考察

する。 

 ○  ○ 

4 第 10章 １．第一次世界大戦と日本 ・第一次世界大戦前後の政治の動向及び対

外政策の推移について、政党政治の発展や日

本の中国進出の状況を踏まえて考察する。 

・第一次世界大戦が日本の社会経済や政治

に及ぼした影響について、欧米・アジア経済と

の関連や政党内閣の成立などと関連させて考

察する。 

 ○  ○ 

10 1 

 

2

3 

 

 

 

 

 

 ２．ワシントン体制 ・ワシントン体制に至る国際的協調体制の進展

など国際環境の推移を、日本の立場に着目し

て考察する。 

・民主主義的風潮による社会運動の動向を理

解すると共に、普選運動など政党政治の発展

から二大政党による政党内閣制成立に至るま

での意義について考察する。 

 ○  ○ 

4  ４．恐慌の時代 ・戦後恐慌から昭和恐慌に至る国内経済の動

揺について、国内・国外の経済状況と対策に

着目して理解する。 

・社会主義運動の高揚と国家主義の台頭によ

る軍部の政治的進出を踏まえて、協調外交が

挫折していく過程を考察する。 

 

 ○  ○ 

11 1 

 

2

3 

 

 

 

 

 

 ５．軍部の台頭 ・日本の対外政策の推移について、世界情勢

や軍部の政治的進出に着目して、政党内閣の

崩壊や国際的孤立の過程について考察する。 

・恐慌から脱出し、国家主義が高揚するなか

で、五・一五事件から二・二六事件にかけて、

軍部の影響力が増大していく過程を考察す

る。 

 ○ 〇 ○ 
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後

期 

4  ６．第二次世界大戦 ・日中戦争の勃発から太平洋戦争の突入にい

たる過程について、国民生活の変化や諸統制

に着目して全体主義的な国家体制の進展を

考察する。 

・第二次世界大戦について、国家間の相違や

総力戦の特色を踏まえ、この戦争が空前の惨

禍をもたらした点に着目して、平和で民主的な

国際社会の実現に努める重要性を認識する。 

〇 〇  〇 

12 1 

12   ★学年末考査    〇 〇 〇 
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202３年度    理科  シラバス 

科目名 物理 

3学年 【教科書】改訂 高等学校 物理  

        第一学習社 選択Ⅱ 

単位数 ４単位 
【副教材】アクセスノート物理 

        実教出版 

 

学習目標 

 物理的な事物・現象に関わり，理科の基本的な概念や原理・法則の理解を深め，科学的に

探究するために必要な技能を身につける。物理的な事物・現象に主体的に関わり，科学的に

探究しようとする態度を養うとともに，物理に対する興味・関心を高める。 

学習方法 

⚫ 授業内容をノートにまとめる。授業内容の問題を解く。 

⚫ 実験器具や試薬の使い方を確認しながら実験を行う。 

⚫ 授業の不明点について質問をする。 

学習の留意点 

 物理基礎で学んだことをより深く探究したり物理基礎から派生して新しい内容を勉強するの

で，理解できない点が出てきたら自分で調べたり質問するなど，わからないままにしないよう

気を付けてください。 

学
習
評
価 

評
価
の
観
点 

次の観点に基づき考査ごとに評価を行い，それらを総括して学年末に 5段階の評定を行いま

す。 

①関心・意欲・態度 自然の事物・現象に関心を持ち，授業に意欲的に参加し，科

学的に探究しようとする姿勢が見られる。 

②思考・判断・表現 自然や社会の事物・現象の中に問題を見出し，探究する過

程を通して，事象を多角的に分析し，導き出した考えを科学

的に正しく表現することができる。 

③観察・実験の技能 目的に応じて観察・実験を行い，自然の事物・現象を科学的

に分析し結果を得ることができる。 

④知識・理解 自然の事物・現象について，基本的な概念や原理・法則を理

解し，知識を身につけている。 

評
価
方
法 

評価方法／観察 ① ② ③ ④  

学習状況の観察 ◎ 〇 ○   

実験操作・レポート ○ ◎ ◎   

小テスト・定期考査  〇  ◎  
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① ② ③ ④

○ ○

○ ◎ ○ ◎

◎ ◎ ○ ◎

○ ◎ ○ ◎

◎ ◎ ○ ◎

◎ ◎ ○ ◎

○ ◎ ○ ◎

◎ ○ ◎ ◎

○ ◎ ○ ◎

202３年度　　理科・年間指導計画

目標
　物理的な事物・現象に関わり，理科の基本的な概念や原理・法則の理解を深め，科学的に探究するために必
要な技能を身につける。物理的な事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養うととも
に，物理に対する興味・関心を高める。

評価の観点

①関心・意欲・態度 ②思考・判断・表現 ③観察・実験の技能 ④知識・理解

自然の事物・現象に関心を

持ち，授業に意欲的に参加

し，科学的に探究しようとす

る姿勢が見られる。

自然や社会の事物・現象の中

に問題を見出し，探求する過程

を通して，事象を多角的に分析

し，導き出した考えを科学的に

正しく表現することができる。

目的に応じて観察・実験を

行い，自然の事物・現象を

科学的に分析し結果を得る

ことができる。

自然の事物・現象について，

基本的な概念や原理・法則

を理解し，知識を身につけて

いる。

学期 月 週時 単元編 章/節・項目 指導内容など
評価方法

平面運動や曲線運動、放物運動

について，直線運動と関連付けて

理解させる。

前期 4 オリエンテーション 授業の目的や注意点について

1-1 【平面運動と放物運動】

①平面運動

②放物運動

1-2 【剛体のつりあい】

①剛体にはたらく力とその合力

②剛体の重心とつりあい

大きさのある物体に力がはたらく

場合のつり合いについて理解さ

せる。

5 1-3

円運動や単振動のような周期的

な運動について理解させる。ま

た，周期的な運動にはたらく慣性

力についても理解させる。万有引

力の法則とその応用についても

理解させる。

【運動量の保存】

①運動量と力積

②運動量保存の法則

③反発係数

物体にはたらく運動について運

動の法則をもとに理解させる。ま

た，２つの物体が衝突するときや

分裂するときの力学的エネル

ギーについても理解させる。

1-5

【円運動と単振動】

①円運動

②慣性力と遠心力

③単振動

④万有引力による運動

6 1-4

【波の性質】

①正弦波の表し方

②波の伝わり方

波の回折や干渉について理解さ

せる。また，波の伝わり方とその

表し方についても理解させる。

8

２-1

【気体の性質と分子の運動】

①気体の法則

②気体の分子運動

③気体の内部エネルギーと仕事

気体の温度・圧力・体積の関係

を分子運動の観点から理解させ

る。また，気体の状態変化におけ

る熱，仕事及び内部エネルギー

の関係をエネルギー保存の法則

と熱力学を用いて理解させる。

7

２-2 【音】

①音の伝わり方

②ドップラー効果

波の一種である音について基本

的な性質を理解させる。

9 ２-3 【光】

①光の性質

②レンズと鏡

③光の回折と干渉

光の進み方や波としての光の性

質について理解させる。
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○ ◎ ○ ◎

◎ ◎ ○ ○

◎ ○ ◎ ◎

◎ ○ ◎ ○

◎ ○ ◎ ○

◎ ○ ◎ ○

後期 10 ３-1

３-2

11

【電流】

①電流と抵抗

②直流回路

③半導体

【電磁誘導と交流】

①電磁誘導

②交流

③電磁波

12 ４-1

【原子と原子核】

①原子の構造

②原子核と放射線

③核反応とエネルギー

④素粒子と宇宙

電流・電圧・抵抗の関係から電

気回路とエネルギーの関係を理

解させる。

【電場と電位】

①電場

②電位

③コンデンサー

電気力を受けた電荷のふるまい

について理解させる。また，実用

例であるコンデンサーについても

理解させる。

コイルを貫く磁束が変化するとき

及び導線が磁束を横切るときに

発生する誘導起電力を理解させ

る。また，自己誘導，相互誘導，交

流発電機の仕組みを理解させ

る。

３-3 【電流と磁場】

①磁場

②電流が磁場から受ける力

③ローレンツ力

磁気力と磁界について理解させ

る。また，電流と磁界の関係につ

いても理解させる。

３-4

原子がもつエネルギーと放射線

の関係について理解させる。

【電子と光】

①電子

②光の粒子性

③X線

④粒子の波動性

電子がもつ波動と粒子の二重性

について理解させる。

４-2
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2023年度    理科  シラバス 

科目名 生物 

３学年 【教科書】  スタンダード 生物 

  東京書籍 選択Ⅱ 

単位数 ４単位 
【副教材】  ニューサポートスタンダード生物 

          東京書籍 

 

学習目標 

 日常生活や社会との関連を図りながら生物や生命現象への関心を高め，目的意識をもって

観察実験等を行い，生物学的に探究する能力と態度を育てるとともに，生物学の基本的な概

念や原理・法則を理解させ，科学的な見方や考え方を養う。 

学習方法 

・プリントを配布するので、プリントを綴じるファイルを一冊用意して下さい。 

・プリントを配布するので，プリントを綴じるためのファイルを用意してください。 

・授業は，講義，グループ学習，観察・実験，レポート作成などを行います。 

・授業のペースに合わせ，適宜教科書を読み進めてください。 

・学習内容の定着のため、副教材にも取り組んでください。 

学習の留意点 
不明点に関しては適宜質問し，理解が深まるように努めてください。 

学
習
評
価 

評
価
の
観
点 

次の観点に基づき考査ごとに評価を行い、それらを総括して学年末に 5段階の評定を行いま

す。 

①関心・意欲・態度 授業に対する姿勢，学習態度，生物への関心等で判断する。 

②思考・判断・表現 自然の事物・現象の中に問題を見出し，探究する過程を通し

て，現象を科学的に考察し，導き出した答えを科学的な視点

で考察し，正確に表現することができる。 

③観察・実験の技能 観察・実験などを行い，レポートを作成する。観察・実験に対

する姿勢，予想や考察，器具の操作，報告書などから評価す

る。 

④知識・理解 学習内容に合わせて問題を出題する。自然の事物・現象に

ついて、基本的な概念や原理・法則を理解し、知識を身につ

けている。 

評
価
方
法 

評価方法／観察 ① ② ③ ④  

学習状況の観察 ◎ 〇 ○ 〇  

実験操作・レポート ○ ◎ ◎   

小テスト・定期考査  〇 〇 ◎  
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① ② ③ ④

◎ 〇 〇 〇

◎ 〇 〇 〇

◎ 〇 〇 〇

◎ 〇 〇 〇

◎ 〇 〇 〇

◎ 〇 〇 〇

◎ 〇 〇 〇

◎ 〇 〇 〇

◎ 〇 〇 〇

◎ 〇 〇 〇

◎ 〇 〇 〇

◎ 〇 〇 〇

〇 〇 〇

◎ 〇 〇 〇

◎ 〇 〇 〇

◎ 〇 〇 〇

◎ 〇 〇 〇

◎ 〇 〇 〇

◎ 〇 〇 〇

◎ 〇 〇 〇

◎ 〇 〇 〇

◎ 〇 〇 〇

◎ 〇 〇 〇

◎ 〇 〇 〇

◎ 〇 〇 〇

〇 〇 〇

特定の遺伝子のみを発現させるメカニズ

ムについて理解させる。

窒素の循環について理解させる。

評価方法

タンパク質を合成する過程について理解させる。

塩基配列が変化することによって、タンパ

ク質を構成するアミノ酸が変化することを

理解させる。

原核生物と真核生物において、遺伝子が

複製される過程について理解させる。

２編２章 １節　遺伝情報の流れ

４節　遺伝情報の変化

単元テスト

１節　DNAの構造と方向性

２節　DNAの複製

指導内容など

授業の目的や注意事項について

エネルギー変換の仕組みについて理解させる。

光エネルギーが化学エネルギーに変換される

過程について理解させる。光合成の各過程の

反応の他、細菌による光合成や化学合成につ

いても理解させる。

オリエンテーション

３節　輸送や情報伝達にかかわるタンパク質

２節　呼吸

５節　細胞接着にかかわるタンパク質

１節　エネルギー変化と化学反応

３節　発酵と解糖

４節　光合成

細胞小器官と生体膜の特徴とそれらを構

成する物質について理解させる。細胞骨

格については、構造と機能の概要に触れ

る。

タンパク質の立体構造と、タンパク質

が生命活動で果たす役割との関連に

ついて理解させる。酵素については、

その働きにタンパク質の立体構造が

深く関わっていることを理解させる。
４節　免疫にかかわるタンパク質

自然の事物・現象について、基本

的な概念や原理・法則を理解し、知

識を身につけている。

202３年度　　　理科　【生物】・年間指導計画

目標
日常生活や社会との関連を図りながら生物や生命現象への関心を高め，目的意識をもって観察実験等を行い，生
物学的に探究する能力と態度を育てるとともに，生物学の基本的な概念や原理・法則を理解させ，科学的な見方や
考え方を養う。

4

１編１章 １節　生物の体をつくる細胞とその構造

学期 月 週時 単元編 章/節・項目

評価の観点

前
期

１編３章

２編１章

5

２節　酵素としてはたらくタンパク質

１節　タンパク質の構造とそのはたらき

２節　真核細胞内の構造とそのはたらき

１編２章

２編３章

１節　目的の遺伝子を増やす２編４章

２節　タンパク質合成の第１段階～転写～

２節　遺伝子発現の調節

１節　転写開始の調節

３節　タンパク質合成の第２段階～翻訳～

④知識・理解③観察・実験の技能

観察・実験などを行い，レポートを作

成する。観察・実験に対する姿勢，予

想や考察，器具の操作，報告書など

から評価する。

②思考・判断・表現

自然の事物・現象の問題を見

出し，導き出した答えを科学的

な視点で考察し，正確に表現

することができる。

授業に対する姿勢，学習態度，

生物への関心等で判断する。

①関心・意欲・態度

有機物からエネルギーが取り出される仕組み

について理解させる。

DNAの構造と複製について理解させる。

遺伝子増幅技術や遺伝子導入技
術など、遺伝子を扱った技術につい
て、その原理と有用性について理解
させる。

５節　窒素同化と窒素固定

単元テスト

２節　遺伝子の情報を解読する

３節　遺伝子を細胞内に導入する

４節　バイオテクノロジーの課題

25



◎ 〇 〇 〇

◎ 〇 〇 〇

◎ 〇 〇 〇

◎ 〇 〇 〇

◎ 〇 〇 〇

◎ 〇 〇 〇

◎ 〇 〇 〇

◎ 〇 〇 〇

◎ 〇 〇 〇

◎ 〇 〇 〇

◎ 〇 〇 〇

〇 〇 〇

◎ 〇 〇 〇

◎ 〇 〇 〇

◎ 〇 〇 〇

◎ 〇 〇 〇

◎ 〇 〇 〇

◎ 〇 〇 〇

◎ 〇 〇 〇

◎ 〇 〇 〇

◎ 〇 〇 〇

◎ 〇 〇 〇

◎ 〇 〇 〇

◎ 〇 〇 〇

◎ 〇 〇 〇

◎ 〇 〇 〇

〇 〇 〇

◎ 〇 〇 〇

◎ 〇 〇 〇

◎ 〇 〇 〇

◎ 〇 〇 〇

◎ 〇 〇 〇

◎ 〇 〇 〇

◎ 〇 〇 〇

◎ 〇 〇 〇

7

前
期

後
期

４節　気候の開閉の調節

胚の前後軸の決定に卵の細胞質における

不均一性について理解させる　。

染色体が有性生殖によってどのように受

け継がれるか理解させる。

減数分裂によって遺伝子が配偶子に分配

され、多様な遺伝的組み合わせが生じる

ことを理解させる。

遺伝子の組み換えと連鎖について理解させる。

前
期

３編１章6

３編２章

２節　多様性を生じる減数分裂

３編３章

３編４章

４編１章

8 ４編３章

４編２章

６節　葉の老化の調節と紅葉・落葉のしくみ

５節　花芽形成の調整

単元テスト

７節　ストレスに対する植物の応答

５編２章 １節　個体群と環境

9

５編１章

１節　生物の多様性を守るために

３節　個体間の相互作用

２節　個体群の構造と成長

５節　生物群集の成り立ちと多種の共存

４節　種間の相互作用

２節　生態系の構造とエネルギーの流れ

10 ５編３章　 １節　食物網と物質生産

配偶子の形成と受精、体が作られる過程

について理解させる。

細胞の分化と形態形成のしくみを理解させる。

受容器による刺激の受容から効果器によ

る反応までの仕組みを理解させる。また、

受容器と効果器は神経系によって連絡さ

れていること、神経に興奮が発生している

ことを理解させる。

個体群内の相互作用や個体群間の

相互作用により、個体群が安定した

り、変動することを理解する。

生態系における物質生産とエネルギー効

率について理解させる。

１節　有性生殖と染色体

３節　光・音・平衡感覚の受容のしくみ

生物群集の成り立ちと多様な種が共存す

る仕組みを理解する。

生態系における生物多様性に影響
を与える要因を理解し，生物多様性
の重要性を認識させる。

４節　中枢神経での情報処理

５節　中枢神経での情報処理

１節　動物の行動をめぐる４つの「なぜ」

２節　動物の行動の例

発生研究の成果がどのような分野に応用

できるか考えさせる。

配偶子形成と受精、胚発生の過程につい

て理解させる。

被子植物の器官の分化の過程について

理解させる。

１節　植物の一生にかかわる環境応答

２節　環境要因における発芽の調節

３節　栄養成長の調節

２節　花の形態形成のしくみ

１節　刺激の受容から応答へ

２節　興奮の伝導と伝達

単元テスト

３節　遺伝子と染色体

刺激に対する反応としての動物個体の行

動について理解させる。

植物が植物ホルモンや受容体のはた

らきで、環境変化に反応する仕組みに

ついて理解させる。

１節　精子と卵の形成と融合

２節　発生の進み方

１節　動物の体軸と軸形成

２節　胚の細胞の分化と期間形成

３節　動物の形を決める遺伝子

４節　発生研究の成果と応用

１節　被子植物の生殖と発生
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◎ 〇 〇 〇

◎ 〇 〇 〇

◎ 〇 〇 〇

〇 〇 〇

◎ 〇 〇 〇

◎ 〇 〇 〇

◎ 〇 〇 〇

◎ 〇 〇 〇

◎ 〇 〇 〇

◎ 〇 〇 〇

◎ 〇 〇 〇

◎ 〇 〇 〇

◎ 〇 〇 〇

◎ 〇 〇 〇

〇 〇 〇

６編３章 １節　生物の系統と系統関係の推定
生物はその系統によって分類することがで

きることを理解させる。

生物進化がどのように起こるのかを理解させる。

２節　地球環境の変化と真核生物の誕生

後
期

空間的あるは時間的隔離によって遺伝的

な差異が生じるために種分化に至ること

を理解させる。

12 ３節　遺伝子頻度とその変化のしくみ

４節　種分化

６編２章 １節　進化

２節　生物の個体間の変異とその起源

３節　生物の変遷
生物の誕生について環境条件の変化と関

連付けて理解させる。

４節　人類の変遷

２節　生物の世界の３ドメイン

単元テスト

２節　生物多様性を減少させる要因

５編４章 １節　生物多様性とその意味

単元テスト

３節　生物多様性の保全と復元

11 ６編１章 １節　生命の起源 生命の起源について理解させる。

生物多様性に与える要因を理解させ、生

物多様性の重要性を理解させる。
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202３年度 公民 科  シラバス 

科目名 時事問題研究 

3 学年 【教科書】なし 

選択Ⅱ 

単位数 2 単位 
【副教材】 ニュース検定公式テキスト＆問題集「時事力」基礎編 

（毎日新聞出版） 

 

学習目標 

政治経済の学習を土台に、より多角的な視野に立って日本や世界のあり方に関する理解を

深めさせ、将来にわたって解決すべき課題を発見し、可能な解決手段を模索するための能力

を育てる。集団であることの意義と合意形成の困難に着目し、公正な判断力を養い、良識ある

公民として必要な能力と態度を育てる。 

学習方法 

副教材を活用し、社会の現状と背景について深く理解していきます。また、理解したことから

課題を発見し、プレゼンテーションにまとめることで表現力や論理性を磨きます。テーマ学習へ

の取り組み、前期中間、前期期末、学年末の3回の定期試験、プレゼンテーションの取り組み、

単元テストによる知識の定着、レポートの考察内容などで評価します。 

学習の留意点 

現代の課題について積極的に考察します。予習の必要はありませんが、授業外で調べる時

間は必要です。合意形成と資料活用の技術の向上を意識して授業を行いますので、論理性

や説得力にも留意して取り組んでください。 

学
習
評
価 

評
価
⡏
観
点 

次の観点に基づき考査ごとに評価を行い、それらを総括して学年末に 5 段階の評定を行いま

す。 

①関心・意欲・態度 

 

 

         

現代の政治、経済、国際関係について関心を高め、意欲

的に課題を追究するとともに、国家・社会の一員として平和

で民主的な社会生活の実現と推進について客観的に考察

しようとしている。 

②思考・判断・表現 

  

 

         

現代の政治経済、国際関係に関わる課題を見いだし、望

ましい解決について広い視野から多面的・多角的に考察し、

社会の変化や様々な立場を踏まえ公正に判断して、その過

程や結果を適切に表現している。 

③資料活用の技能 

 

         

現代の政治、経済、国際関係に関わる諸資料を様々なメ

ディアを通して収集し、有用な情報を適切に選択して、効果

的に活用している。 

④知識・理解 

 

         

現代の政治、経済、国際関係に関する基本的な事柄や、

本質特質及び動向を捉える基本的な概念や理論を理解し、

その知識を身に付けている。 

評
価
方
法 

評価方法／観察 ① ② ③ ④ 

プレゼンテーション 〇 ◎ ◎  

レポート 〇 ◎ ◎  

単元テスト    〇 

定期考査  ○ ○ ◎ 

コメント 自分たちでテーマを決めて形にする授業です。あなたが重要だと思う課題を発見し、解決

に近づける方法を考察してください。 
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202３年度 公民科・年間指導計画 

目標 これまでの政治経済の学習を土台に、より多角的な視野に立って、日本や世界のあり方に関する理解を深

めさせ、将来にわたって解決すべき課題を発見し、可能な解決手段を模索するための能力を育てる。集団であ

ることの意義と合意形成の困難に着目し、公正な判断力を養い、良識ある公民として必要な能力と態度を育

てる。 

評価の観点 ①関心・意欲・態度 ②思考・判断・表現 ③資料活用の技能 ④知識・理解 

現代の政治、経済、国際関

係について関心を高め、意欲

的に課題を追究するととも

に、国家・社会の一員として

平和で民主的な社会生活の

実現と推進について客観的

に考察しようとしている。 

現代の政治経済、国際関

係に関わる課題を見いだし、

望ましい解決について広い視

野から多面的・多角的に考察

し、社会の変化や様々な立場

を踏まえ公正に判断して、そ

の過程や結果を適切に表現

している。 

現代の政治、経済、国際

関係に関わる諸資料を

様々なメディアを通して収

集し、有用な情報を適切に

選択して、効果的に活用し

ている。 

現代の政治、経済、国

際関係に関する基本的

な事柄や、本質特質及び

動向を捉える基本的な

概念や理論を理解し、そ

の知識を身に付けてい

る。 

    

学

期 
月 

週

時 
単元編 章/節・項目 指導内容など 

評価方法 

① ② ③ ④ 

前

期 

４ １ オリエンテーション     

４、５ ８ 政治 １私たちの民主主義 

２日本国憲法の行方 

３どうなる外交と防衛 

４地方自治のいま 

政治分野について、「選挙」、「改憲」、「外

交と防衛」、「地方自治」から１つテーマを

選び、その調査内容をプレゼンテーション

する。プレゼンテーション後、与えられた問

いについてレポートを作成する。 

○ ○ ○ ○ 

５ ２ 前期中間考査、返却  ○ ○ ○ 

６ ８ 経済 ５足踏みする日本経済 

６混迷する世界経済 

７日本産業のいま 

８脱炭素社会への道のり 

経済分野について、「日本経済」、「世界

経済」、「日本の産業」、「脱炭素社会」か

ら１つテーマを選び、その調査内容をプレ

ゼンテーションする。プレゼンテーション後、

与えられた問いについてレポートを作成す

る。 

○ ○ ○ ○ 

7，8 8 暮らし ９減り続ける日本の人口 

１０社会保障のこれから 

１１働くということ 

１２消費生活を豊かに 

暮らし分野について、「少子高齢化」、「社

会保障」、「労働」、「消費生活」から１つテ

ーマを選び、その調査内容をプレゼンテー

ションする。プレゼンテーション後、与えられ

た問でレポートを作成する。 

○ ○ ○ ○ 

８、9 2 前期期末考査、返却  ○ ○ ○ 

9 7 社会・

環境① 

13 子どもと社会の現在地 

14 共に生きる社会へ 

１５裁判の今と明日 

社会・環境分野について、「子どもの権

利」、「共生社会」、「裁判と人権」、から１

つテーマを選び、その調査内容をプレゼン

テーションする。 

○ ○ ○ ○ 
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後

期 

10 7 社会・

環境② 

16 情報社会の夢と課題 

17 いのちの現場から 

18 大災害に備える 

19 地球環境を守るために 

社会・環境分野について、「情報社会」、

「生命倫理」、「防災」、「環境問題」から１

つテーマを選び、その調査内容をプレゼン

テーションする。プレゼンテーション後、与え

られた問でレポートを作成する。 

○ ○ ○ ○ 

11 7 国際 20 平和な世界どうやって 

２１核兵器と向き合う世界 

２２大国と国際社会の行方 

国際分野について、「平和」、「核兵器」、

「大国の争い」から１つテーマを選び、その

調査内容をプレゼンテーションする。プレゼ

ンテーション後、与えられた問でレポートを

作成する。 

○ ○ ○ ○ 

12 ２ 学年末考査、返却  〇 〇 〇 

12 4 まとめ 時事問題探究 自らの興味、関心にしたがって「問い」を

設定し、小論文を作成する 

〇 〇 〇 〇 
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2023年度     地理歴史科  シラバス 

科目名 日本史 B 

3学年 【教科書】詳説日本史 B（山川出版社） 

選択Ⅲ 

単位数 2単位 
【副教材】プロムナード日本史（浜島書店） 

 

 

学習目標 

 我が国の歴史の展開を諸資料に基づき地理的条件や世界の歴史と関連付けて総合的に考

察させ、我が国の伝統と文化の特色についての認識を深めさせることによって、歴史的思考

力を培い、国際社会に主体的に生きる日本国民としての自覚と資質を養う。 

学習方法 

 各単元に設定された「問い」について、プリントを中心に学習が進みます。教科書・資料集の

他にプリントを綴じることのできるファイルを用意して下さい。歴史に関する基本的な知識を得

るばかりでなく、グループでの資料の読み取りやまとめ学習、発表などを通じて、論理性・分析

力・判断力・表現力を培います。年 3回の定期テストの他に小テストも実施します。 

学習の留意点 

 歴史に関する基本的な知識を得るのは大切なことです。しかし、それだけでは、「木を見て森

を見ず」です。歴史には「流れ」があり、歴史の学習においては、その流れを掴むことが大切で

す。その為には、資料の読み取りやまとめ学習、発表などを通じて得た「各単元の学びと気づ

き」の関連を意識すると良いでしょう。 

学
習
評
価 

評
価
の
観
点 

次の観点に基づき考査ごとに評価を行い、それらを総括して学年末に5段階の評定をします。 

①関心・意欲・態度  我が国の歴史に対する関心と意欲をもって、他者とともに主

体的に取り組もうとしている。 

②思考・判断・表現  我が国の歴史について、因果関係などから捉え、道筋を立

てて思考・評価・課題設定し、まとめた考えや思いなどを分か

りやすく伝えようとしている。 

③技能 我が国の歴史に関する諸資料から、有用な情報を適切に

選択して、読み取ったり図表にまとめたりしようとしている。 

④知識・理解  我が国の歴史についての基礎的基本的な内容を理解し、そ

れを活用しようとしている。 

評
価
方
法 

評価方法／観察 ① ② ③ ④ 

学習状況の観察（授業参加・活動状況） ◎ ○   

提出物、レポートなど 〇 ◎ ○  

小テスト  ○ ○ ◎ 

定期考査  ○ ○ ◎ 

コメント 主に近世を学びます。この範囲は世界的にみても、大変ユニークです。繁栄・行き詰まり・改革

の学びは、現代に生きる私たちに大きな示唆を与えてくれることでしょう。 
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2023年度 地理歴史科・年間指導計画案 

目標  我が国の歴史の展開を諸資料に基づき地理的条件や世界の歴史と関連付けて総合的に考察させ、我が国の伝統と文

化の特色についての認識を深めさせることによって、歴史的思考力を培い、国際社会に主体的に生きる日本国民としての

自覚と資質を養う。 

評価の観点 ①関心・意欲・態度 ②思考・判断・表現 ③技能 ④知識・理解 

我が国の歴史に対する関

心と意欲をもって、他者とと

もに主体的に取り組もうとし

ている。 

 

 

我が国の歴史について、因

果関係などから捉え、道筋

を立てて思考・評価・課題

設定し、まとめた考えや思い

などを分かりやすく伝えよう

としている。 

我が国の歴史に関する諸

資料から、有用な情報を適

切に選択して、読み取ったり

図表にまとめようとしてい

る。 

 

我が国の歴史についての基

礎的基本的な内容を理解

し、それを活用しようとして

いる。 

 

 

    

学

期 
月 

週

時 
単元編 章/節・項目 指導内容など 

評価方法 

① ② ➂ ④ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前

期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 1 

 

 

第 4章 

 

 

５．鎌倉文化 

 

 

・庶民や武士の活動が活発化し、鎌倉仏教が

成立するなど、文化の新しい気運が生まれたこ

とを理解する。 

○  ○ ○ 

2 第 5章 １．室町幕府の成立 ・南北朝の動乱から室町幕府の成立と安定に

ついて、守護の成長から考察する。 
  ○   ○ 

5 1 

2 

 ２．幕府の衰退と庶民の台頭 ・庶民の活動が社会秩序の変革の原動力とし

て成長していったことを踏まえて、幕府の動揺

や下剋上の風潮を考察する。 

 ○  ○ 

3  ３．室町文化 ・武家政権の支配の進展や東アジア世界との

交流に着目して、武家文化と公家文化及び大

陸文化と伝統文化のかかわり、文化の地方普

及について理解する。 

    ○ ○ 

4  ★前期中間考査      

6 1 

2 

 ４．戦国大名の登場 ・地方権力として登場した戦国大名や各地に

展開した都市について、諸地域の地理的条件

と関連づけて考察する。 

  ○   ○ 

3 

4 

第 6章 １．織豊政権 ・大航海時代と呼ばれる世界史的背景を踏ま

えて、ヨーロッパ人の東アジアへの進出とその

影響を考察する。 

・織豊政権の特色と意義、その後の時代への

影響について考察する。 

  ○   ○ 

7 1 

2 

 

3 

 ２．桃山文化 ・新興の大名や都市の豪商の精神を反映した

桃山文化について、町衆の生活にも着目し、時

代的背景を踏まえて考察する。 

    ○ ○ 

 ３．幕藩体制の成立 ・幕藩体制の成立過程と鎖国の完成を概観

し、幕藩体制の特徴について考察する。   ○   ○ 8 1 

2 

3  ★前期期末考査      
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9 1 

2 

 ４．幕藩社会の構造 ・幕藩体制の確立期の経済・社会を兵農分離

や村落・都市支配などの観点から、多面的・多

角的に考察する。 

○ ○   ○ 

3 

4 

第 7章 １．幕政の安定 ・幕藩体制の安定期について、その平和と秩序

の確立の視点で考察する。 
    ○ ○ 

 

後

期 

10 1 

2 

 ２．経済の発展 ・幕藩体制の安定による諸産業の発展につい

て、諸産業相互の関係やその社会的影響を踏

まえて考察する。 

  ○   ○ 

3 

4 

第８章 １．幕政の改革 ・農村や都市の変容により幕藩体制が動揺す

る中、幕府や諸藩が行った諸改革の意義とそ

の影響を考察する。 

  ○    

11 1 

2 

3 

 ３．幕政の衰退と近代への道 ・欧米諸国のアジア進出による国際情勢の変

化やそれに対する幕政の対処を踏まえて、幕府

が衰退していく過程及び雄藩が浮上していく

過程を考察する。 

  ○   ○ 

4  ★学年末考査      
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202３年度 地理歴史 科  シラバス 

科目名 地理 B 

3 学年 【教科書】 新詳地理Ｂ（帝国書院） 

新詳高等地図（帝国書院） 選択Ⅲ 

単位数 2 単位 【副教材】 最新地理図表 GEO 三訂版（第一学習社） 

 

学習目標 

現代世界の地理的事象を系統地理的に、現代世界の諸地域を歴史的背景を踏まえて地

誌的に考察し、現代世界の地理的認識を養うとともに、地理的な見方や考え方を培い、国際

社会に主体的に生きる日本国民としての自覚と資質を養う。 

学習方法 

プリントを配布するので、それを綴じるファイルを用意してください。授業は講義やペアワー
ク、レポート作成を通じて進めます。特に予習の必要はありませんので、しっかりと復習しましょ
う。 

 定期テストは、前期中間、前期期末、後期中間（学年末）の３回です。また、単元テストも実施

します。いずれも、一問一答だけではなく、資料を用いる問題や、論述問題を課します。 

学習の留意点 

暗記だけに終始するのではなく、得た知識をどのように活用するのかが大切です。自然と人

間社会の因果関係を分析し、その課題を判断して表現することが求められます。また、多文化

を尊重する姿勢を大切にしてください。 

学
習
評
価 

評
価
⡏
観
点 

次の観点に基づき考査ごとに評価を行い、それらを総括して学年末に 5 段階の評定を行い
ます。 

①関心・意欲・態度 
 
 

現代世界の地理的事象や諸問題に関心を持ち、意欲
的に追究する態度を持っているか。 

②思考・判断・表現 
 
 

現代世界の地理的事象を学ぶ中から課題を見出し、自
然や歴史などの背景を踏まえて、生活や文化の特色をとら
えられるか。また、国際社会の情勢を踏まえて公正に判断
できるか。 

③資料活用の技能 
 

地図や統計などの諸資料を収集し、有用な情報を選
択、活用しながら現代世界の地理的事象を追究する技能
が身についているか。 

④知識・理解    
 

現代世界の地理的事象についての基本的な事柄や追
究の方法を理解し、その知識を身につけているか。 

評
価
方
法 

評価方法／観察 ① ② ③ ④ 

学習状況（授業参加、活動状況、ワークの取り組み） ◎    

授業プリント（単元のまとめを含む） 〇 ◎ ○  

単元テスト    ◎ 

定期考査  ◎ ◎ ◎ 

コメント 

地理では、私たちの生活がどのように成り立っているのかを、空間軸で考察していきます。
自然や社会的要因が複雑に関係しますが、「なぜこのような事象がおこるのか」を地図やデ
ータを用いて丁寧に考えていきます。今後、我々がどのように地球で生きていくのかを真剣に
考えるために、地理的な見方や物の考え方を養いましょう。 
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202３年度 地歴公民科・年間指導計画 

目標 現代世界の地理的事象を系統地理的に、現代世界の諸地域を歴史的背景を踏まえて地誌的に考察し、現代世界の地

理的認識を養うとともに、地理的な見方や考え方を培い、国際社会に主体的に生きる日本国民としての自覚と資質を養

う。 
評価の観点 ①関心・意欲・態度 ②思考・判断・表現 ③資料活用の技能 ④知識・理解 

現代世界の地理的

事象や諸問題に関心

を持ち、意欲的に追

究する態度を持って

いるか。 

 現代世界の地理的事象を学ぶ

中から課題を見出し、自然や歴史

などの背景を踏まえて、生活や文

化の特色をとらえられるか。また、

国際社会の情勢を踏まえて公正

に判断できるか。 

 地図や統計などの諸資料

を収集し、有用な情報を選

択、活用しながら現代世界

の地理的事象を追究する技

能が身についているか。 

現代世界の地理的事象

についての基本的な事柄や

追究の方法を理解し、その

知識を身につけているか。 

    

学

期 
月 

週

時 
単元編 章/節・項目 指導内容など 

評価方法 

① ② ③ ④ 

 ４   ４節 都市・居住問題 都市・居住問題について、発展途上国と

先進国のそれぞれについて、その要因や対

策を学習する。 

〇  〇  

   第Ⅲ部 １章 現代世界の地域区分 

２章１節 現代世界の諸地域 

国・地域ごとの地域区分と考察の方法に

ついて理解する。 

〇    

 ５   ２章２節 東アジア 

●変化に富んだ地形と気候 

1 中国の歩みと巨大な人口 

2 中国の食生活と農業の変化 

3 中国の工業化と巨大市場 

4 中国の海外進出 

●人や物で緊密に結びつく日本と中国 

5 朝鮮半島の歩みと文化 

6 韓国の産業の発展と変化 

●相互理解をめざす日本と韓国 

東アジアについて、中国と朝鮮半島に着

目して学習する。中国は、自然環境、中国の

歴史・文化、人口と民族問題、産業、中国の

影響力拡大をテーマにする。朝鮮半島は、歴

史と文化、韓国の産業をテーマにする。ま

た、日本との結びつきを考察し、東アジアの

特色について理解を深める。 

〇 〇 〇 〇 

 6   ★前期中間考査   ◎ ◎ ◎ 

    3 節 東南アジア 

モンスーンの影響を受ける自然環境 

1 東南アジアの歴史と文化・民族 

2 東南アジアの農業とその変化 

3 ＡＳＥＡＮの結成と工業の発展 

4 ＡＳＥＡＮの変化と課題 

●ますます身近になる東南アジア 

東南アジアについて、自然環境、歴史と文

化（宗教）・民族、産業、ASEAN の変化と課

題をテーマに学習する。また、日本との結び

つきを考察し、地域的特色への理解を深め

る。 

〇 〇 〇 〇 

 7   4 節 南アジア 

三つに分けられる地形と 

モンスーンの影響を受ける気候 

1 南アジアの歩みとヒンドゥー教 

2 インドの農業と農村の変化 

3 発展するインドの産業と変化 

●関係強化が期待される日本とインド 

南アジアについて、地形と気候、宗教と文

化、インドの産業と生活の変化について学習

する。また、日本との結びつきを考察し、地域

的特色への理解を深める。 

〇 〇 〇 〇 

    5 節 西アジアと中央アジア 

乾燥した大地が広がる二つの地域の自然環境 

1 イスラームを中心とした生活文化 

2 交易を軸に発達した都市 

3 豊かな資源と人々の生活 

●資源と人の交流でつながる日本と西アジア・

中央アジア 

西アジアと中央アジアについて、自然環

境、イスラームの生活文化、交易、資源と産

業の面について学習する。また、日本との結

びつきを考察し、地域的特色への理解を深

める。 

〇 〇 〇 〇 

35



 8   6 節 北アフリカとサハラ以南のアフリカ 

赤道を軸に南北で対照的な二つの地域の気候

と植生 

1 歴史的な背景によって形成された多様な文

化 

2 一次産品への依存が強い産業 

3 人々の生活の変化とほか地域との結びつき 

●新たな関係を模索する日本とアフリカ 

北アフリカとサハラ以南のアフリカについ

て、自然環境、歴史的背景と民族問題、モノ

カルチャーへの依存、生活の変化について、

二つの地域を比較しながら学習する。また、

日本との結びつきを考察し、地域的特色へ

の理解を深める。 

〇 〇 〇 〇 

    ★前期期末考査   ◎ ◎ ◎ 

 9   7 節 ヨーロッパ 

高緯度でも温暖な気候と安定した大地 

1 ヨーロッパの成り立ち 

2 結びつくヨーロッパ 

3 ヨーロッパの多様な農業と共通農業政策 

4 移り変わるヨーロッパの工業 

5 これからのヨーロッパ 

●産業と文化で結びつく日本とヨーロッパ 

ヨーロッパについて、自然環境、歴史、ＥＵ

の結びつき、産業、今後の動向について学

習する。また、日本との結びつきを考察し、地

域的特色への理解を深める。 

〇 〇 〇 〇 

 10   8 節 ロシア 

広大な国土と多様な自然環境 

1 ロシアの歴史と社会の変化 

2 大きく変化したロシアの産業 

●日本海をはさんだ隣国である日本とロシア 

ロシアについて、自然環境、歴史、産業に

ついて学習する。また、日本との結びつきを

考察し、地域的特色への理解を深める。 

〇 〇 〇 〇 

    9 節 アングロアメリカ 

南北と東西で異なる自然環境 

1 移民国家としてのアメリカ合衆国の発展 

2 アメリカ合衆国の人口と都市 

3 世界の農業のかぎをにぎるアメリカ合衆国 

4 進展する科学技術と産業 

5 世界の中のアメリカ合衆国 

6 アメリカ合衆国との結びつきが強いカナダ 

●経済・政治の重要なパートナーであるアメリ

カ合衆国 

アングロアメリカについて、自然環境、アメ

リカ合衆国の発展、人口と都市、農業、科学

技術と産業、アメリカ合衆国とカナダの関係

について学習する。また、日本との結びつき

を考察し、地域的特色への理解を深める。 

〇 〇 〇 〇 

 11   10 節 ラテンアメリカ 

南北と標高で異なる自然環境 

1 ヨーロッパ社会の影響が強い文化  

2 大土地所有制と農業の変化 

3 鉱産資源を基盤とした工業化と生活の変化 

●歴史的に関係の深い日本とラテンアメリカ 

ラテンアメリカについて、自然環境、文化、

農業の変化、工業化と生活の変化について

学習する。また、日本との結びつきを考察し、

地域的特色への理解を深める。 

〇 〇 〇 〇 

    11 節 オセアニア 

一つの大陸と太平洋の島々 

1 オセアニアの移民の歴史と多文化社会 

2 資源を通じて強まるアジア諸国との結びつき 

3 アジア諸国に輸出される農畜産物 

4 物や人の移動で強まるアジアとの結びつき 

●物や人の交流を深める日本とオセアニア 

オセアニアについて、移民の歴史と多文

化社会、強まるアジアとの結びつきという特

色について学習する。また、日本との結びつ

きを考察し、地域的特色への理解を深める。 

〇 〇 〇 〇 

 12   3 章 現代世界と日本 

1 節 日本が抱える地理的な諸課題 

2 節 日本の抱える課題の追究 

1 テーマを設定する 

2 課題を探究する 

3 仮説を検証する 

4 まとめと発表  

現代世界において日本が抱える地理的

な諸課題について、多面的・多角的に考察

し、探究する活動を通して、その解決の方向

性や将来像について考察する。 

〇 ◎ ◎  

    ★後期中間考査（学年末考査）   ◎ ◎ ◎ 
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202３年度   国語科  シラバス 

科目名 国語表現 

３学年 【教科書】国語表現改訂版 大修館書店 

選択Ⅳ 

単位数 ３単位 
【副教材】常用漢字の１・２トライ 

 

 

学習目標 

国語で適切かつ効果的に表現する能力を育成し、伝え合う力を高めるとともに、思考力や想

像力を伸ばし、言語感覚を磨き、進んで表現することによって国語の向上や社会生活の充実

を図る態度を育てる。 

学習方法 

・読み書きの基本となる文字について理解し、正しく書くことで読みやすい文章を心がけ、相手 

に対して好感を与えられるよう心がけ、そのための反復練習を行う。 

・目的や場に応じて言葉遣いや文体を工夫して表現する。 

・現代社会における言語生活の在り方や役割について理解を深める。 

学習の留意点 

・授業規律をしっかりと守り、主体的に授業参加すること。 

・提出物の期限を守ること、内容が十分であることを確認すること。 

・教員やクラスメイトの発表等を集中して聞くこと。 

学
習
評
価 

評
価
の
観
点 

次の観点に基づき考査ごとに評価を行い、それらを総括して学年末に 5段階の評定を行いま

す。 

①関心・意欲・態度 国語に対する関心を深め、国語を尊重してその向上を図り、

進んで表現するとともに、伝え合おうとする。 

②話す・聞く能力 自分の考えをまとめたり深めたりして、目的や場面に応じ、筋

道を立てて話したり的確に聞き取ったりする。 

③書く能力 自分の考えをまとめたり深めたりして、相手や目的に応じ、筋

道を立てて適切に文章に書く。 

④読む能力 書き手の意図や文章の要旨を的確に理解したうえで、聞き手

に主題や趣旨を伝える能力や情熱をはぐくむ。 

⑤知識・理解 表現と理解に役立てるための、音声、文法、表記、語句、語

彙、漢字等を理解し、知識を身につけている。 

評
価
方
法 

評価方法／観察 ① ② ③ ④ ⑤  

発表 ◎ ◎   ○ 「ニュースピーチ」等の内容 

提出物の内容 ○  ◎ ◎  ワークシート等の内容 

振り返りシート ◎     振り返りシートの内容 

小テスト     ◎ 漢字小テストの点数 

定期考査 ○  ○ ○ ○ 定期考査の点数 

コメント 教科書・筆記用具を毎回持参してください。教員側でプリントを用意します。 

定期考査（5０％）と学習評価（5０％）の点数を合わせて評価を行います。 

授業では積極的に課題を発見し、成果物を作成することや発表することを意識して授業に参

加してください。 
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202３年度 国語科・年間指導計画 

目 

標 

近代以降の様々な文章を的確に理解し、適切に表現する能力を高めるとともに、ものの見方、感じ方、考え方を深め、進んで読書する

ことによって、国語の向上を図り人生を豊かにする態度を育てる。 

評 

価 

の 

観 

点 

①関心・意欲・態度 ②話す・聞く能力 ③書く能力 ④読む能力 ⑤知識・理解 

国語に対する関心を深め、

国語を尊重してその向上

を図り、進んで表現すると

ともに、伝え合おうとする。 

自分の考えをまとめたり深め

たりして、目的や場面に応じ、

筋道を立てて話したり的確に

聞き取ったりする。 

自分の考えをまとめたり

深めたりして、相手や目

的に応じ、筋道を立てて

適切に文章に書く。 

書き手の意図や文章の要

旨を的確に理解したうえで

聞き手に主題や趣旨を伝

える能力をはぐくむ。 

表現と理解に役立てるため

の、音声、文法、表記、語句、

語彙、漢字等を理解し、知識

を身につけている。 

 

学

期 
月 

週

時 
単元編 章/節・項目 指導内容など 

評価方法 

① ② ③ ④ ⑤ 

 

 

 

 

前 

期 

中 

間 

４ ２  オリエンテーシ

ョン 

授業計画・評価などの説明を聞く。 

次回の課題に向けてアイデア出しをする。 

○     

４ ６ 第１部 

１ 

書いて伝える 

 レッスン１～３ 

オリジナルエッセイを書こう 

 文法の基本を押さえてエッセイを執筆し感想を送る。 

〇  ◎ 〇 ◎ 

４ ３ レッスン４ 

 

実践トレーニン

グ（１） 

絵や写真を見て書こう 

 写真を見て、相手に伝わるように書いたり、説明したりする。 

○  ◎  ○ 

５ １ 「１ 書いて伝える」のまとめ 

 １～４の学習を確認しながら、原稿用紙の使い方を学ぶ。 

○  ◎  ◎ 

５ 

 

２ 第１部 

２ 

小論文・レポー

ト入門 

レッスン１ 小論文とは何か 

 小論文の基礎を確認し、練習問題に取り組む。 

○  ◎  ◎ 

５ ２ レッスン２ 反論を想定して書く 

 自分の意見とは対立する意見を取り入れ小論文を書く。 

○  ◎  ◎ 

５ ８ レッスン６ レポートを書く 

 興味関心のあるテーマを自分で設定し、結果を発表する。 

〇 ◎ 〇  〇 

 

 

 

 

前

期

期

末 

６ 

 

 

 

７ 

１

２ 

 

 

１

２ 

第１部 

３ 

自己ＰＲと面接

（１） 

レッスン１ 自分を見つめて 

 人生を振り返って、自己 PRで活用する内容を探す。 

○  ○   

レッスン２ 効果的な自己ＰＲ 

 効果的な自己 PRを作成し、発表する。 

○ ○ ◎   

レッスン３ 将来の自分を考えよう 

 業界と職業を調べて、「１０年後の自分」について発表する。 

○ ○ ◎  ○ 

レッスン４ 志望動機をまとめよう 

 志望先について情報を集め、書いた内容を発表する。 

○ ○ ○  ○ 

８ １ 第２部 

 

表現を楽しむ ２ 詩歌を楽しむ 

 夏休み中に作成した詩歌を持ち寄って選評会を行う。 

〇  〇 

 

〇 〇 

 

後

期

中 

間 

９ 

 

９ 

５ 

 

５ 

第１部 

３ 

自己ＰＲと面接

（２） 

レッスン５ 面接にチャレンジ 

 面接の様子を撮影し適切な態度や言葉遣いにしていく。 

履歴書や出願に必要な書類を清書する。 

○ 

 

○ 

 ○ 

 

◎ 

 ○ 

 

◎ 

１

０ 

６ 第１部 

６ 

会話・議論・発

表 

レッスン３ プレゼンテーションの工夫 

 志望大学・企業の担当者になりきって PR発表する。 

○ ○ ○   

１

１ 

７ 第２部 表現を楽しむ ４ 「わが町自慢」のパンフレット作り ○  ○  ○ 
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2023年度 公民 科  シラバス 

科目名 倫理 

3学年 【教科書】高等学校 新倫理 新訂版 （清水書院） 

選 択 Ⅳ 

単位数 ３単位 
【副教材】最新図説倫理 （浜島書店） 

 

学習目標 

人間尊重の精神と生命に対する畏敬の念に基づいて、青年期における自己形成と人間と

しての在り方生き方について理解と思索を深めさせるとともに、人格の形成に努める実践的

意欲を高め、他者と共に生きる主体としての自己の確立を促し、良識ある公民として必要な能

力と態度を育てる。 

学習方法 

教科書と副教材を中心に知識を深めながら、自分のあり方や、日本や世界の課題について

考察します。前期中間、前期期末、学年末に行う定期試験と、単元テストにより知識の定着を

確認します。またグループ討論では互いの意見を聞いて考察を深め、レポートの作成により表

現力を磨く機会を充実させます。 

学習の留意点 

生徒の興味関心に沿って展開するため、様々なことに興味を持ち、積極的に「自分らしい意

見」を発信する自信を身につけましょう。多くの文章に触れることで、語彙力を増やし、自分の

伝えたいことを美しく表現できる人間を目指してください。 

学
習
評
価 

評
価
の
観
点 

次の観点に基づき考査ごとに評価を行い、それらを総括して学年末に 5段階の評定を行いま

す。 

①関心・意欲・態度 

 

 

         

人間尊重の精神と自己形成への関心を高め、人格形成

と生きる主体としての自己の確立に努める実践的意欲をも

ち、様々な課題を探究する態度を身に付け、人間としての在

り方生き方への自覚を深めようとする。 

②思考・判断・表現 

  

 

         

生きる主体としての自己の確立について広く課題を見い

だし、人間の存在や価値について多面的・多角的に考察し

探究するとともに、良識ある公民として広い視野に立って主

体的かつ公正に判断できる。 

③資料活用の技能 

 

         

青年期における自己形成や人間としての在り方生き方に

関する諸資料を自己形成に資するよう活用し、追究や考察

した過程や結果を様々な方法で表現できる。 

④知識・理解 

 

         

青年期における自己形成や人間としての在り方生き方に

関わる事柄を、自己確立の課題と繋げて理解し、人格形成

に生かす知識として身に付ける。 

評
価
方
法 

評価方法／観察 ① ② ③ ④ 

学習状況の観察（授業参加・活動状況） ○    

単元テスト    ○ 

提出物（レポート）  ◎ ◎  

定期考査  ○ ○ ◎ 

コメント それぞれの価値観を表現する場です。互いの意見を交換し合いながら、どのような世界を

実現すべきなのか、主体的に考えていきましょう。 
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2023年度 公民科・年間指導計画 

目標 人間尊重の精神と生命に対する畏敬の念に基づいて、青年期における自己形成と人間としての在り方生き

方について理解と思索を深めさせるとともに、人格の形成に努める実践的意欲を高め、他者と共に生きる主

体としての自己の確立を促し、良識ある公民として必要な能力と態度を育てる。 

評価の観点 ①関心・意欲・態度 ②思考・判断・表現 ③資料活用の技能 ④知識・理解 

人間尊重の精神と自己形

成への関心を高め、人格形

成と生きる主体としての自己

の確立に努める実践的意欲

をもち、様々な課題を探究す

る態度を身に付け、人間とし

ての在り方生き方への自覚

を深めようとする。 

生きる主体としての自己の

確立について広く課題を見い

だし、人間の存在や価値につ

いて多面的・多角的に考察し

探究するとともに、良識ある公

民として広い視野に立って主

体的かつ公正に判断できる。 

青年期における自己形

成や人間としての在り方生

き方に関する諸資料を自己

形成に資するよう活用する

とともに、追究し考察した過

程や結果を様々な方法で

適切に表現できる。 

青年期における自己

形成や人間としての在り

方生き方に関わる事柄

を、自己確立の課題と繋

げて理解し、人格形成に

生かす知識として身に付

ける。 

    

学

期 
月 

週

時 
単元編 章/節・項目 指導内容など 

評価方法 

① ② ③ ④ 

前

期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ ３ 第１章第

２章 

人間とは何か 

青年期の課題と自己形成 

人間の定義、青年期の発達課題やアイデ

ンティティの確立を理解させる。 

○    

５ 

 

６ 第１章 

 

人生における哲学  

 

ソクラテス、プラトン、アリストテレスの思想

を理解させ、ヘレニズムの思想を比較し幸

福について自分の考えをレポートにまとめ

る。 

 ◎ ◎  

４ 第２章 

 

人生における宗教 

第１節 キリスト教  

ユダヤ教の特徴や、キリスト教誕生につい

て知識を深める。          

  ○ ○ 

 

 

 

６ 

２  第２節 イスラーム  イスラームの全体像を考察させる。   ○ ○ 

  
前期中間考査 

  ○ ◎ 

３  

 

第３節 仏教  

 

バラモン教と仏教思想を理解させ、インド

社会について考察させる。 

 ○ ○ ○ 

４ 第３章 

 

 

人生の知恵 

 

 

孟子と荀子、朱子学と陽明学の考え方を

比較して考察させ、道家の世界観もふくめ

て、自分の考えをレポートにまとめる。 

 ◎ ◎  

 ７ ３ 第１章 

第２章 

 

現代の倫理的課題 

現代に生きる人間の倫理 

第１節 人間の尊厳 

 

近代社会の特質をとらえ、現代の課題に

ついて考察させる。ルネサンスや、宗教改

革、モラリストの思索に関わり、当時の思

想の背景を理解する。  

○ ○ ○  

３  

 

 

 

第２節 自然や科学技術 

と人間とのかかわり 

 

経験主義的立場と、合理主義的立場を比

較して考察させる。理性的主体としての人

間の尊厳の考え方について、自分の考え

方をレポートにまとめる。 

 ◎ ◎ ○ 

８ ２  第３節 民主社会に 

おける人間のあり方 

社会契約説を理解させ、望ましい国家の

あり方を考えさせる。 

 ○  ○ 
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 ３  

 

 

第４節 自己実現と幸福 

 

カントやヘーゲルの考え方の特徴を理解

させる。功利主義の思索をふまえ、人間の

真の幸福について考えさせる。 

 ○ ○  

９ ２  

 

 

第５節 個人と社会とのかか

わり 

 

マルクスと、実存主義の思想を理解させ

る。ロールズの正義などから、他者の尊重

や共生の問題をレポートにまとめる。    

○ ◎ ◎  

  
前期期末試験 

 ○ ○ ◎ 

後

期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 ２  

 

 

 

第６節 現代における 

理性の問題 

 

無意識が心理や行動に与える影響を考

察し、近代や文明について再考させる。ウ

ィトゲンシュタインを通し言語論的転回に

ついて考察させる。 

  ○ ○ 

2 第１章 

 

 

日本の風土と外来思想の 

受容 

第１節 日本の風土と 

伝統 

第２節 仏教の伝来と隆盛   

日本の風土における日本人の生き方につ

いて考えさせる。 

仏教の変容の概要を確認させる。 

  ○ ○ 

４  

 

 

 

 

第３節 儒教の日本化 

第４節 日本文化と国学 

第５節 近世庶民の思想 

第６節 西洋近代思想の 

受容 

儒教の日本化や、日本の美意識につい理

解を深め、日本で展開してきた思想につ

いて考えさせる。キリスト教と日本人の考

え方の関連を理解させる。 

  ○ ○ 

１ 第２章 

 

 

現代の日本と日本人として 

の自覚 

第二次世界大戦後の価値観の模索につ

いて把握させ、他者と共に生きる世界につ

いて考えさせる。 

 ○ ○ ○ 

11 ３ 第１章 

第２章 

生命と倫理 

環境と倫理 

生命科学技術や先端科学がもたらす倫

理的問題を考察させる。 

 ◎ ◎ ○ 

３ 第３章 

第４章 

第５章 

 

現代の家族とその課題 

地域社会の変容と共生 

情報社会とその課題 

家族形態の変化について考察させる。地

域社会の変容、地域の抱える諸問題を考

察させる。情報社会における情報モラルの

必要性を認識させる。 

 ◎ ◎ ○ 

12 ３ 第６章 

第７章 

グローバル化の時代と倫理 

人類の福祉と国際平和 

異文化への寛容が自己の存在を再確認

することを理解させる。人類のめざす方向

について考察させる。 

○ ◎ ◎ ○ 

  
学年末試験 

 ○ ○ ◎ 
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202３年度  数学科  シラバス 

科目名 数学Ａ 

３学年 【教科書】 新編数学Ⅰ（数研出版）（1年次購入分） 

      新編数学Ａ（数研出版）（1年次購入分） 選択Ⅳ 

単位数 ３単位 
【副教材】改訂版 リンク数学演習Ⅰ・A 受験編 approach 

+ basic + challenge（数研出版）  

 

学習目標 

数と式，図形と計量，２次関数，データの分析，場合の数と確率，図形の性質または整数の性

質について理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，事象を数学的に考察する能

力を養い，数学のよさを認識できるようにするとともに，それらを活用する態度を育てる。 

学習方法 

1 年次に学習した数学Ⅰと数学 A を最初からすべて学習するため，授業の展開は早くなりま

す。既習内容のため，大学入試や大学入学共通テストの内容を含めた問題にも挑戦しますの

で，自らの学習意欲を高めながら勉強して下さい。また学習進度に合わせて，発表を生かした

演習やグループ学習も行います。問題を解くことだけでなく，解く過程や公式の作り方を説明

できる力も身に付けるように学習すること。 

学習の留意点 

答えを出すことはもちろんですが，それだけではなく答えを導き出す過程も大切に学習して下

さい。その過程を理解し，難易度を上げながら問題に取り組んでください。演習問題は 1度解

いた後でも，解法で省略できる箇所や，説明する言葉を最適化できるかどうかを，様々な媒体

から吸収し，自分の学力になるよう学習すること。 

学
習
評
価 

評
価
の
観
点 

次の観点に基づき考査ごとに評価を行い，それらを総括して学年末に5段階の評定をします。 

①関心・意欲・態度 数学の論理や体系に関心をもつとともに，数学のよさを認識

し，それらを事象の考察に積極的に活用して数学的論拠に

基づいて判断しようとする。 

②数学的な見方や考え方 事象を数学的に考察し表現したり，思考の過程を振り返り多

面的・発展的に考えたりすることなどを通して，数学的な見方

や考え方を身に付けている。 

③数学的な技能 事象を数学的に表現・処理する仕方や推論の方法などの技

能を身に付けている。 

④知識・理解 数学における基本的な概念，原理・法則などを体系的に理

解し，知識を身に付けている。 

評
価
方
法 

評価方法／観察 ① ② ③ ④  

学習状況の観察 ◎  ○ ○  

課題等提出物  ◎ ◎   

体験学習への取組 ◎ ◎    

定期考査 〇 〇 ◎ ◎  

コメント １学年時に学習した数学Ⅰ・Ａを含めて進路を見据えた学習とするため，１年時の教科書やワ

ーク等を準備しながら学習すること。それらを基礎・基本として学習していくため，レベルを少し

ずつ上げた問題にも取り組み，自らをレベルアップさせること。 
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① ② ③ ④

○ ○

○ ○

○ ○

〇 〇

〇 〇

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

　第2節 ユークリッドの互助法

　第3節 整数の性質の活用

後期中間試験

指導内容など

　高校数学における基本的な計算を実数の範囲まで拡張して行う。平方根，絶

対値の意味を理解し，展開，因数分解を利用して計算を行う。

　有理化や，1次方程式・不等式，絶対値を含む方程式・不等式の解法を確認

し，数の大小を視覚的にあらわしたり，説明できる力を身に付ける。

　また数学を学習する上で，覚えるべき数学用語が多いため，その用語の意味

を理解し表現できる能力を養う。

　与えられた数を素因数分解できるようにする。倍数や約数の有用性を活

用し，最大公約数や最小公倍数の性質を学習する。

　互助法を利用して，最大公約数を求める方法を学び，素因数分解しにく

い数でも求められるようにする。

　2つの数が互いに素であることを利用して，1次不定方程式の整数解を

導くことができるように学習する。

　分数と小数の関係性を把握し，お互いに表記を交換できるようにする。

　2進法や16進法を基本とし，ｎ進法の値まで拡張し，求められるように学

習する。

　集合を数学的に表記したり，説明したり，図で表せたりするように学習す

る。

　命題の意味を理解し，真偽を見分けて，条件を判断できるように学習す

る。

　対偶や背理法を用いて，証明問題を解こうとする意欲に加えて，解いて

いく過程を自分の言葉で説明できるように学習する。

　代表値の意味を理解して，ヒストグラムや箱ひげ図の図示を復習する。

　平均を利用して，分散や標準偏差を出す。相関の強弱や正負を相関係

数を求めることで，言葉や作文で説明できるようにする。

　三角関数の学習も踏まえながら，正弦定理や余弦定理を活用する。

　三角比の中で計算するとき，値や符号に留意して，自ら図示することで

確認できるようにする。

　三角形の面積を出すために必要な計算を，順序よく進めることができる

ようにする。

　単位円を利用して，値の決まっている三角比の値を自ら導くことが出来

る。

　2直線の関係，三角形・四角形の性質，円の性質を利用して，平面や空

間の図形の性質を理解する。三角形の五心（重心、内心、外心、垂心、傍

心）を説明できたり，図示できるようにする。

　チェバ・メネラウスの定理を利用して，図形で求めるべき辺の値や比を求

める。

　平面図形で学習した内容を，空間図形につなげていく。

　2次関数の平方完成を中心に復習しながら，標準形を利用して，頂点や

軸，グラフの図示に結びつける。最大値や最小値を計算だけではなく，グ

ラフの図示から視覚化を行う。

　2次方程式や2次不等式をパターンにあてはめるのではなく，グラフの図

示から意味を理解して，自ら言葉にできる力を身に付ける。

　判別式の意味を理解し，簡易的な2次関数のグラフと連動させて，パター

ンを使い分けて問題を解いていく筋道を立てる姿勢も養う。

　もらさず全ての場合を数え上げる方法や，順列・組合せを活用して，計算

できる方法を復習する。全事象数とその条件から起こる事象数を利用し

て，さまざまな事象における確率を答えていく。問題文の意図を読み解き，

排反事象から求めていく姿勢も養う。

章/節・項目

第1章 数と式

　第1節 式の計算

　第2節 実数

　第3節 1次不等式

第5章 場合の数と確率

　第1節 場合の数

　第2節 確率

後期

11

12

数学A 第7章 整数の性質

　第1節 約数と倍数

10

第4章 データの分析

第1章 数と式

　第4節 集合と命題

　第1節 三角比

　第2節 三角形への応用

数学Ⅰ

8

9

　第2節 空間図形

前期期末試験

第3章 図形と計量

数学A

7

第6章 図形の性質

　第1節 平面図形

6

　第2節 2次関数の値の変化

中間試験

　第3節 2次方程式と2次不等式

数学Ⅰ 第2章 2次関数

　第1節 2次関数とグラフ

数学A

5

2023年度　数学科・年間指導計画

目標
数と式，図形と計量，２次関数，データの分析，場合の数と確率，図形の性質または整数の性質について理解させ，基礎

的な知識の習得と技能の習熟を図り，事象を数学的に考察する能力を養い，数学のよさを認識できるようにするととも

に，それらを活用する態度を育てる。

4 数学Ⅰ

学期 月 週時 単元編

評価の観点

前期

①関心・意欲・態度 ②数学的な見方や考え方 ③数学的な技能 ④知識・理解

数学の論理や体系に関心をもつ

とともに，数学のよさを認識し，そ

れらを事象の考察に積極的に活

用して数学的論拠に基づいて判

断しようとする。

事象を数学的に考察し表現したり，

思考の過程を振り返り多面的・発展

的に考えたりすることなどを通して，

数学的な見方や考え方を身に付け

ている。

事象を数学的に表現・処理する仕

方や推論の方法などの技能を身

に付けている。

数学における基本的な概念，原

理・法則などを体系的に理解し，

知識を身に付けている。

評価方法
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２０２３年度  数学科  シラバス 

科目名 数学Ｂ 

３学年 【教科書】 新編数学Ｂ（数研出版） 

選択Ⅳ 

単位数 ３単位 
【副教材】教科書傍用 ４STEP 数学Ｂ 

完成ノート（数研出版）  

 

学習目標 

数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，「ベクトル，数列または確率分布と統

計的な推測」というそれぞれのテーマについて，知識の修得と技能の習熟を図り，概念や原

理・法則を体系的に理解させ，それらを言語活動を交えて積極的に活用しようとする態度を育

てる。 

学習方法 

既習した数学とは異なる分野のため，ベクトルの性質をまずは理解させる。その後に必要な計

算方法を習得させる。数列は元になる基本的な考え方があるので，基本を大切にして進めて

いく。確率分布と統計的な推測は，数学ⅠＡの内容を扱うので，それらを組合わせながら学習

させる。 

学習の留意点 

数学Ｂは、数学ⅠⅡＡの内容を既習したものとして進める。ただ、ベクトルや数列は，いままで

の数学と違うものなので，基礎・基本からしっかり理解・習得させて進める。理解が深まった後

は，ワークを利用したり，一斉に配布する問題および個別に与える問題に取り組ませるなど，生

徒個々人が自らのレベルアップを図るようにしていきたい。 

学
習
評
価 

評
価
の
観
点 

次の観点に基づき各考査ごとに評価を行い、それらを総括して学年末に5段階の評定を行い

ます。 

①関心・意欲・態度 数学の論理や体系に関心をもつとともに，数学のよさを認識

し，それらを事象の考察に積極的に活用して数学的論拠に

基づいて判断しようとする。 

②数学的な見方や考え方 事象を数学的に考察し表現したり，思考の過程を振り返り多

面的・発展的に考えたりすることなどを通して，数学的な見方

や考え方を身に付けている。 

③数学的な技能 事象を数学的に表現・処理する仕方や推論の方法などの技

能を身に付けている。 

④知識・理解 数学における基本的な概念，原理・法則などを体系的に理

解し，知識を身に付けている。 

評
価
方
法 

評価方法／観察 ① ② ③ ④  

授業状況の姿勢、取組 ◎ ○ ○   

小テスト、確認プリント  ◎ ○ ◎  

提出物 ◎  ◎ ○  

定期考査  ○ ◎ ◎  

コメント 教科書とプリントを中心に，ワークと併用しながら授業を展開します。毎時間、教科書とワーク

を準備して授業に臨むこと。「主体的」で「深い学び」が求められます。 わからない箇所があ

れば，積極的に質問をしたり，自ら調べたり，「グループワーク」等を通して問題解決を図るな

どすること。勿論のこと「個の学習」も必要です。 
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① ② ③ ④

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○

○ ○

○

○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

基本的な数列である等差数列，等比数列に

ついての理解を深め，その法則性から，一般

項や和までの知識を学習する。

基本を踏まえた上で，階差数列や漸化式を

導入し，応用された数列についての一般項，

またはその和までを求められるようにする。

Σの表し方や計算方法を学び，有用性を学

習し，計算問題や証明に活用させる。

数学的帰納法について理解し，等式や不等

式の証明につなげていく。

数学ⅠＡで既習した確率や，分散，標準
偏差の内容を踏まえた上で学習する。
データの整理や分析するために必要な理
論の基本を学習する。
大学入試や共通テストで見られるような
問題等にも挑戦させる。
数学用語が多いので，計算だけではな
く，言葉を大切にするように学習する。

前期

後期

指導内容など
評価方法

2023年度　数学科・年間指導計画

目標
数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，「ベクトル，数列または確率分布と統計的な推測」というそれ

ぞれのテーマについて，知識の修得と技能の習熟を図り，概念や原理・法則を体系的に理解させ，それらを言語活動

を交えて積極的に活用しようとする態度を育てる。

評価の観点

　１．ﾍﾞｸﾄﾙ

4 数学Ｂ 第1章　平面上のﾍﾞｸﾄﾙ

学期 月 週時 単元編 章/節・項目

①関心・意欲・態度 ②数学的な見方や考え方 ③数学的な技能

大きさと向きを併せ持つﾍﾞｸﾄﾙを図で表すこ

とを学習し，ﾍﾞｸﾄﾙの和，差，実数倍を図示で

きるようにする。また，ﾍﾞｸﾄﾙの計算を学習す

る。

ﾍﾞｸﾄﾙにおける内積の意味を理解し，公式を

利用しながら，ﾍﾞｸﾄﾙの大きさやなす角を求

めることをできるようにする。

位置ﾍﾞｸﾄﾙを利用し，2つの直線の関係で，と

くに垂直，平行の場合を学習し，図形におけ

る証明ができるようにする。

平面上のﾍﾞｸﾄﾙの性質が空間上でも成立す

ることを利用して，図示，成分，大きさ，内積，

位置ベクトル，図形の性質まで拡張し，学習

する。

　６．ﾍﾞｸﾄﾙの図形への応用

　３．ﾍﾞｸﾄﾙの成分

5

　２．等差数列

7

　６．座標空間における図形

6

　１．数列と一般項

第3章　数列

　３．等差数列の和

　７．階差数列

　５．等比数列の和

8

　４．等比数列

　６．和の記号Σ

　10．数学的帰納法

　８．いろいろな数列の和

9 　９．漸化式

　４．二項分布

11

10 第4章　確率分布と統計的な推測

　１．確率変数と確率分布

　２．確率変数の期待値と分散

　３．確率変数の和と積

　８．推定

　５．正規分布

　７．標本平均の分布

12 　６．母集団と標本

④知識・理解

数学の論理や体系に関心をも

つとともに，数学のよさを認識

し，それらを事象の考察に積極

的に活用して数学的論拠に基

づいて判断しようとする。

事象を数学的に考察し表現した

り，思考の過程を振り返り多面

的・発展的に考えたりすることな

どを通して，数学的な見方や考え

方を身に付けている。

事象を数学的に表現・処理する

仕方や推論の方法などの技能を

身に付けている。

数学における基本的な概念，原

理・法則などを体系的に理解し，

知識を身に付けている。

第2章　空間のﾍﾞｸﾄﾙ

　５．位置ﾍﾞｸﾄﾙ

　７．図形のﾍﾞｸﾄﾙによる表示

　２．ﾍﾞｸﾄﾙの演算

　４．ﾍﾞｸﾄﾙの内積
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２０２3 年度 保健体育科  シラバス 

科目名 体育 

3学年 【教科書】大修館書店 新高等保健体育  

必修 

単位数 ３単位 
【副教材】大修館 新高等保健体育ノート  

     大修館書店編集部編 

 

学習目標 

〇 心と体を一体としてとらえ、健康や安全、運動についての理解と運動の合理的、計画的な実践

を通して、生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続する資質や能力を育てるとともに健康の

保持増進のための実践力の育成と体力の向上を図り、明るく豊かで活力ある生活を営む態度

を育てる。 

〇 運動の合理的、計画的な実践を通して、知識を深めるとともに技能を高め、運動の楽しさや喜

びを深く味わうことができるようにし、自己の状況に応じて体力の向上を図る能力を育て、公

正、協力、責任、参画などに対する意欲を高め、健康・安全を確保して、生涯にわたって豊かな

スポーツライフを継続する資質や能力を育てる。 

学習方法 

〇 競技種目を行うことや勝敗を競うだけが運動ではありません。運動に対し苦手意識を持ってい

たり嫌いと思っている人も、新たな気持ちで授業に臨んでください。 

〇 与えられた運動をただ行うだけではなく、自分や仲間の課題がどこにあるのか、課題解決のた

めには何をどのようにすればいいのかなど、積極的に課題の発見や解決に取り組んでくださ

い。 

〇 体育の「学力」とは、基礎的な知識・技能を基に意欲をもって「運動を実践する力」のことを指

します。普段かの生活から運動の実践に心がけてください。 

学習の留意点 

〇 学校指定の体操服を着用すること。また、こまめに洗濯し衛生面に気を付けること。 

〇 授業はチャイムと同時に始めます。休み時間中に活動場所へ移動すること。 

〇 見学者・忘れ物者は授業開始前に申し出ること。 

〇 貴重品の管理は十分注意し、必要に応じて活動場所に持参すること。 

学
習
評
価 

評
価
の
観
点 

次の観点に基づき領域ごとに評価を行い、それらを総括して前期末・学年末に 5段階の評定を行

います。運動が出来るか出来ないではなく、下記の内容に基づいて評価します。 

➀関心・意欲・態度 

運動の楽しさや喜びを深く味わうことができるよう、公正、協力、責任、

参画などに対する意欲をもち、健康・安全を確保して学習に主体的に取り

組もうとする。 

②思考・判断 

生涯にわたる豊かなスポーツライフの実現を目指して、自己や仲間の課

題に応じた運動を継続するための取り組み方を工夫している。また、自己

や仲間の状況に応じて体力を高める運動を継続するための計画を工夫し

ている。 

③技能 

運動の合理的な実践を通して、運動の特性に応じて勝敗を競ったり、攻

防を展開したり、表現したりするための各領域の運動の特性に応じた段階

的な技能を身に付けている。 

④知識・理解 

取り組んだ運動の技術（技）の名称や行い方、体力の高め方、課題解

決の方法、練習や発表の仕方、健康・安全の確保の仕方についての具体

的な方法、スポーツの歴史、文化的特性や現代のスポーツの特徴、運動

やスポーツの効果的な学習の仕方及び豊かなスポーツライフの設計の仕

方を理解している。 

評
価
方
法 

評価方法／観察 ① ② ③ ④ 

行動観察 ◎  ◎  

スキルテスト  ◎ ◎  

記録会や試合状況   ◎ ◎ 

分析 ◎ ◎   

提出物（ノート等）  ◎  ◎ 

コメント 一年間、教科担当と協力し、体力の維持向上、運動に対する考え方を深め、楽しいスポーツライフ

の形成に努めましょう。 
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① ② ③ ④

4 3 〇 〇

3 〇

5 3 〇

3 〇 〇

3 〇 〇

3 〇 〇

3 〇 〇

3 〇 〇 〇

3 〇 〇

3 ○ 〇

3 ○ ○

3 〇 ○

3 ○

3 〇 ○

9 3 〇 ○

3 〇 〇

9 3 〇 ○

10 3 ○ ○

3 〇

3 〇 ○

3 ○ 〇

11 3 〇

3 〇

3 ○ 〇

3 〇 〇

12 3 〇

3 〇 〇

3 〇 〇

　ゲームなどを通して、その種目の楽しさを味わいながら個人やペアの課題を設定

し、その解決に向けての練習を工夫する。個人やペアの持っている能力に応じて作戦

を立て、持っている技能を最大限に活用してゲームを行う。

　役割に応じたラケット操作や安定した用具の操作と連携した動きによって空いた場

所をめぐる攻防を展開する。

・サービス

・ドロップ

・クリア

・スマッシュ

体育大会準備期間

8

7

E　球技　

E　球技

テニス

（雨天時：卓

球、スポンジテ

ニス）

安定したボールや用具操作と連動・連携した動きによって、攻防を展開するための基本的な

技術の習得を図る。

個人やペアの持っている能力に応じて作戦をたて、相手の空いているスペースに打ち返し、

ゲームを展開できるようにする。

・サーブ　・フォアハンド、バックハンド　・ボレー　・スマッシュ　・基本的なルール

役割に応じたボールや用具操作と連動・連携した動きによって、攻防を展開するための基本

的な技術の習得を図る。

個人やペアの持っている能力に応じて作戦を立て，相手の空いているスペースに打ち返し，

ゲームを展開できるようにする。

・スマッシュの技術　・サーブ（変化を伴うサーブ）　・フォアハンド、バックハンドの基本動作　・

フットワーク　・基本的なルール

ゲームなどを通して、その種目の楽しさを味わいながら個人やチームの課題を設定し、その解決に向けて

の練習を工夫する。

　個人やチームの持っている能力に応じて作戦を立て、持っている技能を最大限に活用してゲームを行う。

　役割に応じたボール操作や安定した用具の操作と連携した動きによって空いた場所をめぐる攻防を展

開する。

・サービス・トス・レシーブ・スパイク

バレーボール

バドミントン

（卓球）

体つくり運動

体を動かす楽しさや心地よさを味わい、健康の保持増進や体力の向上をを図り、目的に適した運動計画を立て取り組む

こと。

・仲間と動きを合わせたり、対応したりする運動を行う。・のびのびとした動作で用具などを用いた運動を行う。・柔軟性を

高める運動をする。

体力測定

各種目を測定することにより、生徒自身が自己の体力を把握し、健康の保持・増進、体力向上への関心意欲を高めるため

に行う。測定項目は次の通りとする。

（立ち幅跳び、握力測定、長座体前屈、上体起こし、反復横跳び、50m走、ボール投げ、持久走）

・地面を力強くけることができているか。・力みのないリズミカルな動きで走れているか。・かがみ跳びから、空間動作をしっ

かりと行い脚を前に投げ出し着地動作が取れているか。など

役割に応じたボール操作や、安定した用具の操作と連動・連携した動きによって、攻

防を展開するための基本的な技術の習得を図る。

　攻撃時には守備の状況に応じてヒットの出やすい場所を狙って打ち、守備では、相

手チームの特徴などに応じた守備位置に立つなどの連携をはかり、失点を最小限に

とどめるための攻防を行う。

・内外野守備の基本・バッティング・ピッチング・ルールの把握

A 体つくり運動

C　陸上

体力測定

E　球技　

サッカー

（雨天時：フットサル）

後期

E　球技

前期

2023年度　体育科・年間指導計画案

運動の楽しさや喜びを深く味わうことができるようにし、自己の状況に応じて体力の向上を図る能力を育て、公正、協力、責任、参画などに対する意

欲を高め、健康・安全を確保して、生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続する資質や能力を育てる。

運動の合理的な実践を通して、運動

の特性に応じて勝敗を競ったり、攻防

を展開したり、表現したりするための

各領域の運動の特性に応じた段階

的な技能を身に付けている。

技の名称や行い方、体力の高め方、

課題解決の方法、発表の仕方、ス

ポーツの歴史、文化的特性や現代の

スポーツの特徴、豊かなスポーツライ

フの設計の仕方を理解している。

学期
週
時

指導内容など
評価方法

①関心・意欲・態度 ②思考・判断 ③技能 ④知識・理解

運動の楽しさや喜びを深く味わ

うことができるよう、公正、協力、

責任、参画などに対する意欲を

もち、健康・安全を確保して学習

に主体的に取り組もうとする。

生涯にわたる豊かなスポーツライフ

の実現を目指して、運動を継続する

ための取り組み方を工夫している。ま

た、体力を高めるために運動を継続

するための計画を工夫している。

領域及び領域の内容

目標

評
価
の
観
点

6
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２０２3年度 英語科  シラバス・年間指導計画 

科目名  

英語会話 

学年   ３年 【教科書】 

My Passport English Conversation(文英堂)  

単位数 2単位 【副教材】 

 

学習目標 
英語を通じて、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成するとともに、身近な話
題について会話する能力を養う。 

学習方法 

・テキストを用いて、実際に海外に旅行や留学に行った際に使える会話表現を覚えて、現実に

近い状況でロールプレイすることで、使える実感を多く体験してもらいます。 

 

１レッスンで行う活動例 

①本文理解→本文中の英語独特の発音をつかむ→本文の音読練習→KEY 

EXPRESSIONSで使える表現を学ぶ→ペアワークで実際に使ってみる 

②ペアワークで前時の復習→発表に向けた準備 

③ALT とのロールプレイ・他者評価 

   

・練習してきた英語表現やネイティブならではの表現を映画や文学の中から探し、その表現方
法を習得すると同時に、アメリカの大衆文化を理解し、英語で内容をまとめる。 

学習の留意点 

・授業規律をしっかり守りましょう。 

・授業で扱うのは日常レベルの英語です。得手不得手に関わらず積極的に英語を話すことが

求められます。 

・ペアワークやグループワークを多く行います。主体性と協調性が不可欠です。 

・テストだけで評価は行いません。普段の授業への取組も大事です。 

・宿題があれば、期限を守り、発表に向けて計画的に取り組むことを期待しています。 

学
習
評
価 

評
価
の
観
点 

次の観点に基づき考査ごとに評価を行い、それらを総括して学年末に 5段階の評定を行います。 

①コミュニケーションへの 

 関心・意欲・態度 

コミュニケーションに関心をもち、積極的に言語活動を行い、コミュニケ

ーションを図ろうとする。この観点は主にペアワークで積極的に英語を

話そうとしているかどうかや授業全般への取組姿勢で評価します。 

②外国語表現の能力 

 

日常生活の身近な話題について、情報や考えなど自分が伝えたいこと

を英語で話して伝えている。この観点は主にペアワークで相手に英語で

正確に情報を伝えられているかや、発表、定期試験等で評価します。 

③外国語理解の能力 

 

日常生活の身近な話題について、英語を聞いて、情報や考えなど相手

が伝えようとすることを理解している。この観点は主にリスニングテスト

や発表での他者評価で評価します。 

④言語や文化についての 

 知識・理解 

英語やその運用についての知識を身に付けているとともに、言語の背

景にある文化などを理解している。この観点は主に単元テストや定期試

験で評価します。 

評
価
方
法 

評価方法／観察 ① ② ③ ④  

ペアワークへの取組姿勢 〇   〇  

スピーキング・ロールプレイ  〇    

発表評価 〇 〇 〇   

内容まとめライティング  〇  〇  

      

定期考査 〇 〇  〇  

コメント  
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2023 年度 英語科・年間指導計画 

目標 英語を通じて積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成するとともに身近な 話題について会話する能力を養

う。 

評価の観点 ①コミュニケーションへの関

心・意欲・態度 

②外国語表現の能力 ③外国語理解の能力 ④言語や文化についての 知

識・理解 

コミュニケーションに関心をも

ち、積極的に言語活動を行い、

コミュニケーションを図ろうと

する。この観点は主にペアワー

クで積極的に英語を話そうとし

ているかどうかや授業全般への

取組姿勢で評価します。 

日常生活の身近な話題につい

て、情報や考えなど自分が伝え

たいことを英語で話して伝えて

いる。この観点は主にペアワー

クで相手に英語で正確に情報を

伝えられているかや、発表、定

期試験等で評価します。 

日常生活の身近な話題につい

て、英語を聞いて、情報や考え

など相手が伝えようとすること

を理解している。この観点は主

にリスニングテストや発表での

他者評価で評価します。 

英語やその運用についての知識

を身に付けているとともに、言

語の背景にある文化などを理解

している。この観点は主に単元

テストや定期試験で評価しま

す。 

    

学期 月 
週

時 
単元編 章/節・項目 指導内容など 

評価方法 

① ② ③ ④  

前期 

中間 

4  L1 Making 

Conversation 

①KEY EXPRESSIONS を用いたペアでの英会話 

②ﾎｽﾄﾌｧﾐﾘｰのﾎｰﾑﾊﾟｰﾃｨｰ参加するｼﾁｭｴｰｼｮﾝでのロールプレイ 

③リスニングテスト 

④単元テスト 

⑤アメリカ文化の中での表現をリサーチ 

⑥英語表現を暗唱 

⑦アメリカの大衆文化を理解 

〇 

 

 

 

〇 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 5  L2 At the Hotel ①KEY EXPRESSIONS を用いたペアでの英会話 

②海外のホテルでフロントに何か注文するｼﾁｭｴｰｼｮﾝでのロールプレイ 

③リスニングテスト 

④単元テスト 

⑤アメリカ文化の中での表現をリサーチ 

⑥英語表現を暗唱 

⑦アメリカの大衆文化を理解 

〇 

 

 

 

〇 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 5  L3 Going 

Sightseeing 

①KEY EXPRESSIONS を用いたペアでの英会話 

②海外で観光ツアーに申し込むｼﾁｭｴｰｼｮﾝでのロールプレイ 

③リスニングテスト 

④単元テスト 

⑤アメリカ文化の中での表現をリサーチ 

⑥英語表現を暗唱 

⑦アメリカの大衆文化を理解 

〇 

 

 

 

〇 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 6  L4 Small Business ①KEY EXPRESSIONS を用いたペアでの英会話 

②郵便局利用するｼﾁｭｴｰｼｮﾝでのロールプレイ 

③リスニングテスト 

④単元テスト 

⑤アメリカ文化の中での表現をリサーチ 

⑥英語表現を暗唱 

⑦アメリカの大衆文化を理解 

〇 

 

 

 

〇 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

      

前期中間考査（本文の内容に関する応用問題） 

 

  

〇 

 

〇 

 

〇 

 

前期 

期末 

7  L5 Eating Out ①KEY EXPRESSIONS を用いたペアでの英会話 

②海外でファストフードを利用するｼﾁｭｴｰｼｮﾝでのロールプレイ 

③リスニングテスト 

④単元テスト 

⑤アメリカ文化の中での表現をリサーチ 

⑥英語表現を暗唱 

⑦アメリカの大衆文化を理解 

〇 

 

 

 

〇 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 8  L6 Going 

Shopping 

①KEY EXPRESSIONS を用いたペアでの英会話 

②海外のデパートで商品を購入するｼﾁｭｴｰｼｮﾝでのロールプレイ 

③リスニングテスト 

④単元テスト 

⑤アメリカ文化の中での表現をリサーチ 

⑥英語表現を暗唱 

⑦アメリカの大衆文化を理解 

〇 

 

 

 

〇 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 9  L7 Public 

Transportation 

①KEY EXPRESSIONS を用いたペアでの英会話 

②海外で電車の駅を利用するｼﾁｭｴｰｼｮﾝでのロールプレイ 

③リスニングテスト 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

〇 
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④単元テスト 

⑤アメリカ文化の中での表現をリサーチ 

⑥英語表現を暗唱 

⑦アメリカの大衆文化を理解 

 

〇 

〇 

〇 

 

 

〇 

      

前期期末考査（本文の内容に関する応用問題） 

 

  

〇 

 

〇 

 

〇 

 

後期 

中間 

⒑  L8 Getting Help ①KEY EXPRESSIONS を用いたペアでの英会話 

②海外で風邪をひいたときのｼﾁｭｴｰｼｮﾝでのロールプレイ 

③リスニングテスト 

④単元テスト 

⑤アメリカ文化の中での表現をリサーチ 

⑥英語表現を暗唱 

⑦アメリカの大衆文化を理解 

〇 

 

 

 

〇 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 ⒒  L9 Going Out ①KEY EXPRESSIONS を用いたペアでの英会話 

②友人と待ち合わせするｼﾁｭｴｰｼｮﾝでのロールプレイ 

③リスニングテスト 

④単元テスト 

⑤アメリカ文化の中での表現をリサーチ 

⑥英語表現を暗唱 

⑦アメリカの大衆文化を理解 

〇 

 

 

 

〇 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 ⒓  L10 Taking a Flight ①KEY EXPRESSIONS を用いたペアでの英会話 

②空港でチェックインするｼﾁｭｴｰｼｮﾝでのロールプレイ 

③リスニングテスト 

④単元テスト 

⑤アメリカ文化の中での表現をリサーチ 

⑥英語表現を暗唱 

⑦アメリカの大衆文化を理解 

〇 

 

 

 

〇 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

      

後期中間考査（本文の内容に関する応用問題） 

 

  

〇 

 

〇 

 

〇 
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2023 年度  家庭 科  シラバス 

科目名 家庭基礎 

学年  3 年 【教科書】大修館 新家庭基礎 

      系列  必修 

単位数 ２単位 【副教材】なし 

 

学習目標 

・人の一生を生涯発達の視点でとらえ,家族・家庭の意義,家族・家庭と社会との関わ

りについて理解する。 

・生活課題を解決するために必要な知識と技術を習得し,家庭生活の向上をはかる力

と実践的な態度を身につける。 

学習方法 

 ・人が生きていくうえで必要な知識,とりわけ家庭にかかわる基本的な知識を身につ

ける。 

 ・実習を通して自立にむけた知識・技術を身に付けるとともに,現状の生活課題など

を自ら発見し,解決していく方法を理解する。 

学習の留意点 

 ・家庭科は生活を科学する教科なので,生活の質の向上,人びとの健康,安全,福祉に貢

献する生活者であることを自覚し,自らの力で主体的に生きる「生きる力」を養う。 

学
習
評
価 

評
価
の
観
点 

次の観点に基づき考査ごとに評価を行い、それらを総括して学年末に 5 段階の評定を

行います。 

①関心・意欲・態度 家族・子ども・高齢者・消費・経済などに関心を持ち,さ

らに生きていくうえの知識・技術を習得して,自分の生活

をデザインしようとする意欲がある。 

②思考・判断・表現 学習した内容を理解したうえで,自分の生活課題を解決

するためにどのようなことができるかを思考し,判断し

た内容をまとめることができる。 

③技術 自立するために必要な調理技術などを身につけることが

できる。 

④知識・理解 人が生きていくうえで必要な「生活」にかかわる基本的

な知識を身につけ,理解している。 

評
価
方
法 

評価方法／観察 ① ② ③ ④   

学習状況の観察 ○ ○  ○  授業態度 

定期考査 ○ ○  ○  得点 

提出物   ◎   ノ－ト・実習の記録 

小論文 ◎ ○  ○  高校生活と未来の自分 

コメント  
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① ② ③ ④

○ ○

○ ○

○

・青年期を生きるあなたへの課題

・自立の達成をめざそう
6

4

・未来の生活をつくろう

・自分らしさって何だろう

5

○

○

①関心・意欲・態度

家族・子ども・高齢
者・消費・経済などに
対して,生きていくうえ
の知識・技術を習得し
自分の生活をデザイン
する意欲がある。

②思考・判断・表現

学習した内容を理解し
たうえで,自分の生活課
題や社会的課題を見つ
け,解決のためにどのよ
うなことができるのか
を思考し,まとめること
ができる。

③技術

自立するために必要な
調理技術などを身につ
けることができる。

④知識・理解

人が生きていくうえで
必要な「生活」にかか
わる基本的知識を身に
つけ,理解している。

・意思決定のプロセスを意識
的に実行することで,一時的な
欲求をを解決するだけでなく,
長期的に展望ある選択ができ
ることを理解する。
・男女が対等で,互いを尊重す
る意識や自己をコントロ－ル
する判断力を持つ。

○ ○

8
・家族の役割と家事労働

7 ・現代の家族

・主体的に生きるための意思
決定

・人生は意思決定を重ねてつ
くられてる

・青年期の課題と自立

・家族の人間関係と家族間に
起こる問題

章/節・項目

・人の一生と生涯発達

月 週時 単元編

・家庭基礎をなぜ学ぶのか理
解する。
・入試・就職試験のための動
機付け。

・家庭科を学ぶあなたへの
メッセ－ジ
・自己紹介2分間スピ－チ

・生活を主体的に築くために
必要な力を考え,学習する上で
の目的意識を持つ。
・人生のキャンパスに絵を描
くのは自分自身である。

・自分の生活と自分自身に理
解を深める。
・自己決定した自分の行動に
責任を持ち主体的に生きる自
律が求められる。

・人のライフステ－ジと発達段階

○ ○

○ ○

2023年度　家庭科・年間指導計画

評価の観点

○ ○ ○

前期

・青年期は自立した生活が営
めるように,また,自己表現に向
けて生きていくための準備を
する時期であることを理解す
る。

学期

・家族って何だろう

・家族関係について事例を通
じて考える。

・個人が家族に果たしている
機能と,社会に果たしている機
能を理解する。

指導内容など
評価方法

・ライフステ－ジについて理
解する。

・個人の発達段階の特徴と発
達課題を知り,青年期の発達課
題を達成するための生き方を
考える。
・男らしさ女らしさではなく
自分らしい生き方について考
える。

○ ○ ○

　
・現代の家族の特徴について
理解し,家族と社会のかかわり
について理解する。
・家族における自分の役割,今
後自分が作っていく家族につ
いて考える。

○ ○ ○

○○ ○

○ ○
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○ ○ ○

〇

○ ○

ロールショコラ

11

細巻き寿司

・調理実習2

野菜サラダ

いなり寿司

・調理実習

スパゲッティーミートソース

10

9

・家族の機能が家族員の協力
によって果たされていること
を理解し,各自の家庭での役割
を考える。

1　食品の選択 ・エコクッキングについて学
ぶ。
・エネルギ－を大切にし、ご
みの減量・水を汚さないなど
の限られた資源の有効活用や
地球温暖化をストップさせる
ため自分たちが今できること
を考える。
・毎回の実習で「廃棄量
チェック」ごみ減量大会を実
施

・現行民法と明治民法の比較

・家族・家庭に関する法律を
理解し,制度としての家族につ
いて考える。

4　食事の計画と献立

3　栄養と食事

・家族、家庭に関する法律

2　環境に配慮した食生活

12

コンソメスープ

○ ○

○ ○ ○

○ ○

自由献立作成

まとめ

調理実習４

・道具を使った献立。
・オ－ブン・蒸し器の扱い方
を学ぶ。
・ホワイトソ－スの作り方を
学ぶ。

・1・2・3回の実習を踏まえ
て各班クリスマスメニュ－の
献立をたて,実践する。

・調理実習３

マカロニサラダ

プリン
○ ○

○ ○ ○ ○

○○・食事の役割を理解する。

後期

・安全で環境に配慮した食生活生涯の健康

変化する消
費生活

・多様化する購入方法
・キャッシュレス化

・洋風献立の学習
・失敗しないケーキの作り方
を学ぶ
・ブラウンソ－スの作り方を
学ぶ
・自家製ドレッシングを各班
でつくる

○ ○ ○

○ ○

○ ○

・小論文
・高校生活3年間を振り返り今
思うこと・今後の自分の生活
の展望をまとめる。

 豚汁

・和食献立の学習
・だし汁のとり方を学ぶ。
・具だくさんの汁ものの作り
方を学ぶ。
・すし飯の作り方を学ぶ。
・巻きずしの巻き方を学ぶ。
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202３年度  情報科  シラバス 

科目名 情報活用 

３学年 【教科書】   

選択Ⅱ 

単位数 ２単位 
【副教材】 

 

 

学習目標 

・情報活用の実践力，情報の科学的な理解，情報社会に参画する態度をバランスよく

伸し，情報活用能力を身に付ける。 

・高校生の段階において必要な IT機器の操作方法や情報リテラシーを身に付ける。 

情報モラルを身に付け，コンピュータなどの情報手段を適切に活用し，情報の発信

や受信において適切な対応力を身に付ける。 

学習方法 

◎１・２学年で学習したものを発展させたパソコンの操作をします。 

1.１・２学年次に学習した内容を再確認し，高度な技術・操作方法を学習します。 

2．文字スピード入力の向上・高度な文書デザイン作成。 

３．表計算ソフトによる情報処理技術の習得。 

４．プレゼンテーションソフト利用し、テーマに沿った発表会を実施していきます。 

4.その他 PCの操作方法を身に付けていきます。 

学習の留意点 

◎ 授業内課題の期限内提出を守ること。 

◎ PCの操作方法や入力方法を自ら覚え，自らできるようにしていくこと。 

◎ 更に高度な技術・操作方法を自ら積極的に習得マスターするという気持ちや取り

組む姿勢を取ること。 

学
習
評
価 

評
価
の
観
点 

次の観点に基づき考査ごとに評価を行い、それらを総括して学年末に 5段階の評定を

します。 

①個別の知識・技能  課題や目的に応じて情報手段を適切に活用すること

を含めて，必要な情報を主体的に収集・判断・表現・処

理・創造し，受け手の状況などを踏まえて発信・伝達で

きる能力を身に付ける。 

②思考力・判断力・表現力等  情報活用の基礎となる情報手段の特性の理解と，情報

を適切に扱ったり，自らの情報活用を評価・改善するた

めの理論や方法の理解を深める。 

③学びに向かう力・人間性等  社会生活の中で情報や情報技術が果たしている役割

や及ぼしている影響を理解し，情報モラルの必要性や情

報に対する責任について考え、望ましい情報社会の創造

に参画しようとする態度を養う。 

評
価
方
法 

評価方法／観察 ① ② ③  

授業内の関心・意欲  ○ ◎  

授業内課題（提出物） ◎  ○  

実技課題（授業内試験） ○ ◎   

定期考査 ◎ ◎ ◎  

コメント パソコンの扱い方を含め，パソコン室の扱い方を正しく守ること。授業内の課題は期

限内に終わらせるように努めること。疑問に対して，まず自ら考える姿勢をもってか

ら課題にあたること。インターネットを扱う受信者として，または発信者としての自

らの意識を高めること。情報をひとつの教科として大切にすること。 
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① ② ③

グループ課題に取り組む。

7月に作成したプレゼンの発表。 発表としては、どうしてそのテーマを選んだ
のか、また結論は何なのかの2点を重視し
たものとする。

ワード
エクセル
パワポ

科目名 情報活用 教科書

学　年 3 単位数 2 選択Ⅱ 副教材

後
期

グループ課題をプレゼンする。

10 8

11 8

12 8

検定を意識したワープロソフトや
表計算ソフトの演習。

202３年度　情報科・年間指導計画案

学習目標

・情報活用の実践力，情報の科学的な理解，情報社会に参画する態度をバランスよく伸長し，情報活用能力を身に付ける。
・高校生の段階において必要なIT機器の操作方法や情報リテラシーを身に付ける。
・情報モラルを身に付け，コンピュータなどの情報手段を適切に活用し，情報の発信や受信において適切な対応力を身に付
ける。

学期 月 週時 単元編 章/節・項目

評価の観点

前
期

タイピング練習。
ビジネス文書作成の練習。
表計算3級までの関数の復習。
プレゼンソフト使用の練習。

1，2年次で学習したマイクロソフト社のワー
ド，エクセル，パワーポイントの使用方法を
確認し，今後の課題作成の基本操作を身に
付ける。

○

6 8

7 6

8 3

9 8

パワポ

①個別の知識・技能

　課題や目的に応じて情報手段を適切
に活用することを含めて，必要な情報
を主体的に収集・判断・表現・処理・創
造し，受け手の状況などを踏まえて発
信・伝達できる能力を身に付ける。

②思考力・判断力・表現力等

　情報活用の基礎となる情報手段の特
性の理解と，情報を適切に扱ったり，自
らの情報活用を評価・改善するための
理論や方法の理解を深める。

③学びに向かう力・人間性等

　社会生活の中で情報や情報技術が果た
している役割や及ぼしている影響を理解し，
情報モラルの必要性や情報に対する責任
について考え、望ましい情報社会の創造に
参画しようとする態度を養う。

評価方法
指導内容など

○

4 4

5 6

○ ○

ワード
エクセル
パワポ

ワード
エクセル

検定の過去問を使用し，実践と同じように
時間を測りながら，どの程度の実力が各個
人にあるのかを確かめる。

プレゼンソフトを利用し，情報の
テーマに沿った課題の資料と原
稿づくり。

課題を５つほど設定し，生徒に選ばせ，その
課題をプレゼンできる資料，発表できる原
稿を作成する。発表内容は制限をかけ，端
的なものとなるように指導する。

一人ひとりが役割をもって発表できるように
工夫する。（役割の内訳として発表，PC操
作，図表の提示等）

○ ○

○ ○ ○

コンピュータを使用するメリット

を生かす方法を多角的に考え

る。

生活の一部となっているコンピュータはどの
ようなことができるのか，メディアとしてどの
ように活用できるのかを考え，これからの使
い方を考えていく。

グループ課題として，個別課題の場合と
違って、それぞれに役割があてられるように
こちらがコンピュータの使用技術によって割
り当てる。

○ ○

○ ○○

○ ○
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